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V クローパの病害

Tγifolium シャジクソウ属

(1) T. alexandγ4制作~ L.， Egyptian clover， berseem clover エジプチア

ンクローパ

(2) T. f叩 giferumL吻 str加わerryclover ストロベリークローバ

(3) T. hybγidwn L.， alsike clover アルサイククローバ(タチオラダゲンゲ)

(4) T.叩ω作1α印:mL.， crimson clover クリムソンクローノ~(ベニバナツメクサ)

(5) T. pratwnse L.， red clover アカクロ バ(アカツメクサ)

(6) T.γer.沼rISL.， whi te clover シロクローパ(シロツメクサ)

(7) T. subterranewm L.. sub clover. subterranean clover サブクローバ

(ジモグリツメクサ)

シャジクソウ属には上に掲げた他にも牧草とされる種が多いが，わが国で最も重

要な草種はこの中のシロクローパとアカクローパである。シロクローバは小アジ

アおよびヨーロッパ温帯部の原産で，わが国には天正年聞に医療用品としてオラ

ンダからワイルド型シロクローバが入り，この種子がもととなって路傍などに広く

野生化するにいたった。しかし実用性の高いコモン型の導入は明治初年，またラ

ジノ型は第二次大戦後に導入された(山田 1963)。

アカクロ パは小アジア，ヨーロッバ東南部の原産で，わが国には明治初年に

導入され，以来各地で:栽策されているが，とくに北海道では最も重要な牧草のー

っとされている(山田 1963)。

北海道においては.クローパの病害は戦前から注目され研究が行なわれており

(田中・成田1940). 戦後もいち早く研究が再開された(成田 1958.1959，1963)。

しかし暖地においては戦前の研究は見るべきものがない。戦後各種のクローバ，

とくにシロクローバのラジノタイプの品種ラジノクローバが暖地にも広く導入さ

れた。とのラジノクローバは高位生産をねらって栽培されたため.その生産を阻
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害する病害が注目され，これが暖地における牧草病害研究の緒口となった(斉藤

.吉村 1962，西原1959，1961)。

クローパに発生する病害の種類および発生状況がまず究明され，現在それがほ

ぼ明らかになった。永年性であるシロクローパやアカクローパでは全身感染性の

各種ウイルス病やマイコプラズマ様微生物による病害がきわめて重要である。ま

た土壌病害による被害はしばしばクローバにとって決定的である。暖地における

シロクローバ，とくにラジノクローパの栽培を衰退させた夏がれの原因はこの地

帯の土壌につきものの葉腐病菌および白絹病菌によるものと考えられた(斉藤1961，

西原 1961，新留 1964)。これらの病害を防除する試験が必死になって行なわれ，

効果のある農薬も開発されたが，残留毒性や経済性の点で満足されるものはなく，

また適確な耕種的防除法もなく，これらの地帯におけるシロクローパとアカクロ

ーノミはいまだに重大な陸路をかかえたままである。

クロ パにはまた茎を枯らしたり葉に斑点を生ずる病害の種類がきわめて多い。

これらの中にもときに決定的被害を及ぼすものがある O アカクローバ茎割病，黒

葉枯病，シロクローパ汚斑病などがそれで，これらに対しては病原の生理，生態

から抵抗性育種に至る一連の研究が行なわれ(佐久間 1975，高橋・飯田 1969). 

育種陣との連けいによりすでに抵抗性品種の育成に成功しているO

その他の病害においても，環境条件あるいは栽培品種の変遷等により重要性を

増すとともあり，研究がなおざりにはできないのは当然であるO さらに海外から

の病原の侵入による新病害の発生は研究陣が常に警戒しておかねばならぬところ

であって，近年侵入したアカクローバうどんこ病への対応がいそがれるO

1. クローパ・モザイク病

[1] アルフアルファ・モザイク・ウイルスによるモザイク病(黄斑モヂイタ病)

英名 Yellow Patch 

病原ウイルス alfalfa mosaic virus ( AMV ) 

AMVは寄主範囲のきわめて広いウイルスであるが，わが国では 1952年5月，千

葉大学園芸学部果樹園(松戸市)で正回・小室・明日山沼)により，アルファルフ

← 77一一



7 のモザイク症状株から発見，報告されたのが最初である。その後このウイル

スによるシロクローバ(ラジノクローバ)の被害が北海蛍4)東北部)および関東21)

で1960年ごろほぼ同時に注目されて以来， 全国に発生していることがわかった。

ラジノクローバを含むシロクローバで最も発生が多いが，そのほかアカクローバ，

アルサイククローバ，クリムソンクローバ，サブクローパにも発生が認められて

いる。本病はクローバの種類により，また季節，生長程度等により病徴に変化が

多いが，一応シロクローバとアルサイククローパでは黄斑が現われやすいので黄

斑モザイク病と呼ばれている21，346
<病原ウイノレスの性質〉 本ウイノレスはマメ科，ナス科，キク科などきわめて

広範な植物に寄生性があり，牧草地周辺のキク科雑草やアカザからも分離される，1216)0

ラジノクローバ.アカクローバ，アルフアルファおよびダイズから分離された

15のウイルス分離株について寄主範囲および病徴を比較検討した結果，本ウイル

スは，インゲンに対する感染性の有無によって 2群に大別され，さらにダイズ特

定品種に対する感染性を加えると 3群に分けることができるO またそれぞれの系

統は数種植物上の病徴の程度によって，さらに三つの型に類別できる13，16)0 

以上のいずれの系統もアブラムシで伝搬され.種子伝染は認められな v~66 .AMV

の物理的性質は，耐熱性向℃前後(10分間).耐希釈性は 10-4- 5 X 10-4で，耐

保存性は 5日前後，系統聞の干渉効果は完全である16L

く発生生態〉 野外におけるシロクローパの病徴は変異が多いが，一般に特徴

のある黄色斑紋葉は夏に多く，春と秋には少ない。また黄色斑紋棄は刈り取り後

10-15日目で最も多く，その後次第に減少するが，代って濃淡緑色斑紋葉が増加

する。病徴の出現率はウイルスの系統によって差がみられ，黄色斑紋葉を現わし

やすい系統や，常に濃淡緑色斑紋棄を現わす系統がある。さらに病徴はクローバ

個体によっても違い，黄色斑紋を含むはげしい病徴を生じやすい個体や，軽微な

病徴を現わす個体があるO 黄色斑紋葉の出現は生育条件によっても変化し，施肥

にりん酸を欠くと減少し， 気温 25
0

Cのとき最も多く現われ. 20
0

Cまたは 30
0

C

では減少するBAEL

感染シロクロ バ体内におけるウイルス量は，茎の先端部で最も多く，葉が古

くなるにつれて減少し，根からは検出されない。外気温 :!)OCで、生育したシロクロ

ーノミのウイルス量は多く，気温が昇るにつれて減少する。また感受性個体のウイ
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ルス量は，抵抗性個体のものより多い傾向がある16L

圃場における AMVの伝播は夏季に多く，これはアブラムシの発生消長とほぼ一

致し，伝染源を中心に蔓延する傾向がみられるO シロクローバをイネ科牧草と混

播すると. AMVによるモザイク病の発生はほぼ半減するが，これは混播により

アブラムシの移動が阻止され. AMVの伝搬が防止されたためと思われる叫混播

草地のシロクロ パモザイク病は単播に比べ少ないという成績は他にも見られ

る89.叫

シロクローパ(ラジノクロ パ〕では矯種後2年目からすでに発生が認められ

るが. 3年目になると発生は急増する。そして発生程度も年を経るに従って大き

くなる傾向がある叫また刈取回数の増加は発生を減少させ，多肥は増加させる傾

向がある16)。またシロクローパのモザイク病は低刈りに比べ高刈りに少ない8)。

AMVは汁液で容易に伝染することから，家畜や人による踏み付けを重視する

研究者があるが2)，踏み付けや， 刈取鎌による機械的伝搬はあまり大きな意味

をもたないとする意見お)もあるO

く被害>AMVによるシロクローパの被害は季節によって差があるが，葉柄長

は 10-20%短かくなり，小葉長，節間長および茎の太さは10%前後減少し，生草

重は 23%減少をみた。 感染葉の化学成分は健全葉のものと比べて.粗蛋白，粗

脂肪，可溶性無窒素物には殆んど差がないが16m.粗灰分はやや増加し，組繊維お

よび有効性炭水化物はやや減少するお)。また他の調査では，黄斑モザイク病にか

かったラジノクローバでは葉柄長に差はないが葉面積が著しく小さくなり.その

ため生草重が大きく(35%あまり)減少する結果となったと考察されている，42)。

く耐病性の品種系統間差異〉 本病耐病性を病徴の有無または軽重によって検

定したところ，一般にラジノ型シロクローバは擢病しやすく，比較的はげしい病

徴を現わすのに対し，野生型シロクローλの病徴は軽微で、ある。

く抵抗性の遺伝〉 野外で認められた本病耐病性とみられる個体と権病性個体

とを交配しそのF1植物の耐病性を検定したところ，耐病性×耐病性個体のF1は平

均5%，耐病性×感受性個体のFiは1.4%の耐病性個体が現われたが，感受性×感受

性個体のF1はすべて感受性であった。とのことから耐病性は遺伝的な性質である

と考えられ，耐病性品種育成の可能性が示唆された16)。
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29) 村山・松本・児玉(1966) ウイルス 16 (3) : 104 

30)村山・久米・田中(1968 ) 日植病報 34 (5) : 367 

31)成田(1962 )農薬の進歩 8 (3) : 14 

32) 成田(1977 )北海道における農作物病害 236，240

33) 西原(1961 )牧草の病害 I 105 

34) 大島・根本・佐藤(1962 )北日本病虫研会報 13: 77 

35) 斉藤・吉村(1962 )北陸病虫研会報 10 : 52 
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47) 土屋・尾崎(1967 )北農 34 (LV: 47 

〔泊 インゲン黄斑モザイク・ウイルスによるモザイク病

病原ウイルス bean yellon mosaic virus (BYMV) 

BYMVによるクローバのモザイク病は 1963年に初めてアカクローパで報告さ

れ5，10)，のちシロクローパでも発生が認められがL盛岡での実験によれば，このウ

イルスのアカクローバ系は多くの寄主植物にモザイク症状を起とさせるが，シロ

クローノくには感染性がなかった九札幌で採集されたアカクローパ系はアカクロー

バのほか，エンドウ， ソラマメ，スイートピー，クリムソンクローパ，ルーピン

にモザイク病徴を現わし，感染性が認められたが，ササゲ，アズキ，ダイズ，ア

ルフアルファ，シロクローパ， レンゲ，タバコ， トマト，キュウリなどは感染し
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なかった7L
本ウイルスは土壌伝染.種子伝染はみられず，モモアカアブラムシにより非永

続的に伝搬される，76久米・田中・村山7)はアカクローバ分離株を BYMVのインゲ
ン退緑斑系統 (BYMV-CS)と命名している。
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6)小室 (1967) 日本作物ウイルス病総覧 141
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10) 高橋・飯塚・飯田(1963) 北日本病虫研会報 14: 61 

[3J キュウリ・モザイク・ウイルスによるモザイク病

病原ウイルス cucumber mosaic virus (CMV) 

CMVによるクロ パのモザイク病は 1951年7月，井上・小室・明日山のによ

り，アルサイククロ バのモザイク株から介離されたのが最初の報告で，氏らは

このウイルスをWhippleand Walker 1941 の strain14に最も近いものと考

えた O その後.小室6)はサブクロ バのモザイク株から，飯塚aは東北農試(盛
岡)でアルサイククローバのモザイク株から分離したウイルスをCMVと同定し

た。 一般のCMVの系統がマメ科植物の多くのものに全身的な寄生性をもってい

ないのに対し，サブクローバやアルサイククローパのモザイクからの CMVはマメ

科植物の多くのものに全身感染する性質をもっており，またアブラムシによって非永

続的に伝搬される。本ウイルスは直径30mμ内外の球状粒子である6)0
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C4J エンドウ萎縮モザイク・ウイルスによるモザ年ク病

病原ウイルス pea dwarf mosaic virus (PDMV) = subclover 

ロlOsalcvlrus 

サブクローバのモザイクのある株からはCMVが分離されるが，それに該当しな

いウイルスが分離され，サブクローバ・モザイク・ウイルスと同定されたが，の

ちこれはエンドウ萎縮モザイク・ウイルスと同じとされた1印2ムμ，3

本ウイルスは汁液接種により伝染し，マメ科，ナス科，アブラナ科，など広い

範囲の植物に寄生するが， CMVの寄主と考えられるトウモロコシ，キュウム

カボチャには寄生しないし，また AMVの寄主とされているアノレフアルファ， ア

カクローバ，シロクローバ. トウガラシ， トマトなどにも寄生性がみられない。

モモアカアブラムシによって広搬される。耐熱性 50 印oc.10 分。耐希釈性1.000
-10.000倍。 耐保存性 1-3日。本ウイノレスは直径 40mμ内外の球状粒子であ

る屯
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1)井上(1964)農学研究 50 (3) : 104 

2) 井上(1969) 日植病報 35 (3) : 156 

3) 小室 (1967) 日本作物ウイルス病総覧 143

-83一



(5J シロクローパ・モザイク・ウイルスによるモザイク病

病原ウイルス whi te clover mosaic virus (WCMV) 

WCMVによるクロ バのモザイク病は 1958年，盛岡でシロクローバに初め

て見出された子，2)。このウイルスは汁液接種で容易に伝搬され，アルサイククロー

ノミ，クリムソンクローバ，アカクローバ，サブクローパ， コモンベッチ，へアリ

ーベッチ， レンゲ，ナタマメ，クロタラリア，スイートピー，インゲン，エンド

ウ，ササゲなどを全身的に侵す。アルフアルファ，キハナルーピン，アズキ，フ

ジマメ，ヤエナリその他数種のウリ科，ナス科などの被接種葉から本ウイルスが

回収される。本ウイルスは汁液のほか低率ながらマメダオシで伝搬される。しか

しアブラムシ(マメアブラムシ，マメヒゲナガアブラムシ，モモアカアブラムシ)

では伝搬されない，1，2)。

本ウイルス粒子は 450nmのひも状で，粗汁液の耐熱性は 70-75
0

C， 10分。 耐

希釈性は 10万ないし 100万倍であり，耐保存性は 25
0Cで印一ω日，室温(18-

20 OC)で3か月以上である1，2)。

本病はシロクローバ(ラジノクローバを含む)のほか，アカクローバにも自然

感染株が認められ，アカクローパでは葉にモザイクを生ずるほか，小型となって

株全体が萎縮する1・2L

文献

1) 飯塚・飯田(1961 )北日本病虫研会報 12: 58 

2) 飯塚・飯田 (1965) 日植病報 30 (1) : 46 

3) 飯塚・飯田(1969 )東北農試研報 37: 43 

4) 飯塚・抽木(1975 ) 日植病報 41 (1) : 91 

5) 井上(1954)農学研究 50 (3) : 103 

6)井上(1965 )農学研究 51(1・2): 1 

7) 小室 (1963)植物防疫 17帥 420

8) 小室 (1967) 日本作物ウイルス病総覧 142

9) 向・西原(1975) 作物病虫害事典 345
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[6J その他のウイルスまたは未同定ウイルスによるモザイク病

モザイク病は病原ウイルスの種類により病徴が異なるが，病徴からの正確な判

断は困難な場合が多い。そのためクローパ病害の発生調査などで、は単にモザイク

病あるいはウイルス病として報告されたものが多い。ウイルスの分類法の確立し

ない初期に研究されたクローパのモザイク病の文献にも貴重なものがある。また

未同定ウイルスによるモザイク病について報告されたが，いまだ病名あるいはウ

イルスの種類が明らかでない病害もある。それらの文献をここに一括して掲げる。

なおとの他，他の植物ことにマメ科のモザイク病に関連してクローバのモザイ

ク病について論及した文献，クローバに人工接種結果を述べた報告も多いが.こ

れらについては福士刊日高ら句井上自μ)ならびに明日山・飯田編(1967 )日本作

物ウイルス病総覧の引用文献を手がかりとして参照されたい。

媒介昆虫、伝搬:福士3，41は北海道で発生の多いアカクローパのモザイク病とア

ブラムシとの関係を明らかにするため実験を行ない，本病はモモアカアブラムシ

あるいはマメノアブラムシによってエンドウ， ソラマメ，インゲン，ベニバナツ

メクサ，およびタチオランダゲンゲへも伝染することを認めた。このアブラムシ

は擢病アカクローバの汁液を 5-10分吸収すればウイルスを保有し. 1頭のアブ

ラムシが 1本のエンドウを 5分加害すれば感染を起こすことができるO 保毒アブ

ラムシはエンドウ加害中 10-30分でウイルスを失い，食餌を与えないときは 1時

間後より次第に伝染力がなくなる。

アカクローパモザイク病はまたジャガイモヒゲナガアブラムシおよびコンドウ

アミナシヒゲナガアブラムシによっても伝播されるがその率はマメノアブラムシ，

モモアカアブラムシに比べれば低い。エンドウヒゲナガアブラムシはアカクロ

バモザイクを移さない。

種子伝染:村山:e)は実験により，アカクローバ，シロクローバ，アルサイクク

ローパ，クリムソンクロ バ，エジプチアンクローパのモザイク病権病株からの

種子伝染は認められなかったと報告している。

被害:北海道農試牧草3研7)の調査によればウイルス感染がアカクローパの生

育に及ぼす影響は次ページの表のようであったO

シロクローバ・モザイク病:小室7)はラジノクローパからは AMVのほかに汁

液接種可能な未同定ウイルスが分離されると報告している。

E
U
 

0
0
 



ウイルス感染株と健全株の生育の比較(ケンランド 2年目)長

区 ，'81] 草丈~nÙ 茎数(本) 花数じ個) 生体重(~)

健全株

ウイルス健病株

60.8 

47.5 

18.4 

16.8 

22.6 

24.5 

持ウイノレス擢病株;こは叢生症状を呈したものは含まれない。

148.5 

80.1 

アカクローバ・モザイク病:小室1η によればアカクローパの寅斑モザイク病株

からAMVの他に未同定のウイルスが分離される O

クリムソンクローパ・モザイク病:千葉県下で発見され 1961年に報告され

たクリムソンクローバのモザイク病は壊直と萎縮症状を伴なった激しい病徴で，

被害が大きいと心配されていた功。北海道農試内できわめて特異なモザイク症状

を呈するクリムソンクローパが発見され，とれについて実験結果の概略が報告さ

れたが，この病徴は上述の千葉で発生したクリムソンクローバのモザイク病にや

や似ているといわれる22)。

アノレサイククローパ・モザイク病:千葉で試験栽培のアノレサイククローバに発

生したモザイク病について報告されているが，病原の種類は不明で、ある2t

文献

1) 福土 (1930)病虫雑 17帥:707 

2) 福土(1930 )病虫雑 17 (I.~ : 784 

3) 福士(1937)札幌農林会報 29(39) : 1ffi 

4) 福士(1939)札幌農林会報 30(147) : 399 

5) 橋本・関沢(1962 )北日本病虫研会報 13: 74 

6) 日高ら(19印)植物ウイルス病 342

7)北海道農試牧草3研(1971 )北農 38 (1) : 9 

8) 茨木・徳永・遠藤(1963 )北日本病虫研会報 14 : 62 

9) 茨木・小野・佐藤(1968 )東北農業研究 10 : 282 

10)飯田(1960 ) 日草誌 6(21 : 88 
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11) 飯田・高橋・飯塚(1969 )東北農試研報 37: 4 

12) 飯塚・飯田(1962 ) 日植病報 27 (2) : 83 

13) 井上(1964) 農学研究 50 (3): 103 

14) 井上(1969 ) 日植病報 35(3): 156 

15) 北島・梶原(1967) 原色作物病害図説 410

16) 小室(1962 ) 日植病報 27 (2): 93 

17) 小室(1963) 植物防疫 17帥 417

18) 越水・飯塚(1956) 日植病報 21 (2・3) 127 

19) 村山(1941)札幌農林会報 34(1): 40 

20) 成田(1964)牧草と園芸 12 (4): 4 

21) 成田(1977)北海道における農作物病害 238，239，240 

2V根本(1970)日植病報 36 (3): 186 

23) 西原(1960 )農業技術 15帥 447

24) 西原(1960)デ リィマン 10帥 24

25) 西原(1961)牧草の病害 1 100 

26) 斉藤 (1960)農業技術 15 (5): 204 

27) 斉藤 (1961)日植病報 26 (5): 240 

28) 斉藤・吉村(1962 )北陸病虫研会報 10 : 52 

29) 但見(抄)(1968 ) 日草誌 14 (2): 130 

30) 山本ら (1963)中国農試報告 A， 9 : 136 

2. クローパ萎黄病

英名 Yellows Disease 

病原ウイルス clover yellows virus ( CYV) (クローパ萎黄ウイルス〉

萎黄病は 1975年に東京そのほか関東各地でシロクロ バおよびクリムソンク

ローパに認められた新病害である。病原ウイルス粒子は葉肉細胞には認められず

飾部局在性で約 12x 1700 nm の糸状.螺線ピッチは約 3.7nmで.beet yellow 

virus (BYV)群ウイルスに属する。マメアブラムシにより伝搬され，シロクロ
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ーノくとソラマメに萎黄病徴を現わすが，汁液接種では伝播に成功していなし~，2)。

文献

1) 大木・土居・与良(1976 ) 日植病報 42(1): 63 

2) 大木・士居・与良(1976 ) 日植病報 42 (3): 313 

3. クローパ紫染萎黄病

英名 Purple Tot 

病原 mycoplasmalike organism (MIβ)(マイコプラス、マ様微生物〕

紫染萎黄病は北海道でジャガイモに発見され2，司その研究に関連してクロ パ

類にも発生することが明らかにされだ)。 本病は初め asteryellows virus に

よる左されていたが，のち MLOによる病害であることがわかった。北海道では

シロクローバとアカクローパが侵され，石狩，後志，胆振地方で発生がみられる1ふ4.5)。

しかしジャガイモの擢病は全道に及んでいる模様である.2.5)。本病は北海道ではト

マト，ニンジン，オオバコ，カイザイク，ヒメムカシヨモギ，ゲンノショウコ，

オオダイコンソウ， ヒメスイバ，ジシパリ，セイヨウタンポポ，キンミズヒキに

も自然感染による発生が見られる。本病はキマダ、ラヨコノミイによって伝播される24

文献

1)北海道農試牧草 3研(1971 )北農 38 (1): 8 

2)村山ら(1966) 北海道大農邦文紀 6 (2): 231 

3) 成田(1962 )農薬の進歩 8 (3): 14 

4)成田(1977 )北海道における農作物病害 236.240

5) 関山・村山(1970 )農および園 45 (5) : 843 
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4. クローパてんぐ(天狗〉巣病

英名 W i tches' Broom 

病原 mycoplasmalike organi sm (MLO) (マイコプラズマ様微生物)

北海道勇払郡早来村の農林省胆振馬鈴薯原原種農場でジャガイモてんぐ巣病と

ともに，アカクローバ，シロクローバおよびアルサイククローパにもてんぐ巣病

が発見された。ジャガイモのてんぐ巣病とこれらのクローパのてんぐ巣病とが同

一病原によって起こるものであるか否かを明らかにするため，マメダオシを用い

た接種試験が行なわれた。すなわち健病したジャガイモと健全なアカクローパと

にマメダオシを寄生させたととろ，マメダオシを除去したのち 212-280日を経て

アカクローバにてんぐ巣症状が現われた。 15株のうち 2株の発病で感染率は低

いが，これによってジャガイモてんぐ巣病とアカクローバてんぐ巣病は同じウイ

ルスに起因すると報告されたタ)。 次いでキマダラヨコバイが本病の媒介昆虫であ

ることが分かり，ジャガイモ，アカクロ パ.アルサイククローバの相互接種試

験を行ない成功したと報告された叩弘その後クリムソンクローバが人工接種によ

って本病の寄主に加えられだ3)。 なお本病に対するアカクローパ 23品種の反応が

調べられたが，すべての品種が権病した。その病徴には二つの異なる型がみられ

たといわれる 14)。

1967年土居62)により植物の叢生萎黄病の病原がそれまで考えられてきたウ

イルスではなく，ジャガイモてんぐ巣病など権病植物に見出されるマイコプラズ

マ様微生物 (MLO)であろうと提起され，今日ではそれが一般に支持されるに至

っている。

マメ科植物には以上のものとは別にマメ類てんぐ巣病があり，この穣病植物か

らもMLOが見出されるの。 マメ類てんぐ巣病の発生地は沖縄で， ミナミマダラ

ヨコバイによって伝搬される。マメ科牧草ではアカクローパ，シロクロ バ(ラ

ジノクローパを含む).アルサイククローパ，クリムソンクローパ.アルフアル

ファ， レンゲ，コモンベッチ，へアリーベジチ.パーズフートトレフオイル，ク

ロタラリアが感染する12)0 これらのマメ科牧草の自然感染による発病はまだ報告

されていないが 1961年 7月，鹿児島県姶良郡牧園町の町営牧場で西原が採集

-89← 



し小室7)によって報告されたアカクローバのてんぐ巣症状はマメ類てんぐ巣病に

よるものではなかったかと思われる。

また MLOによって起こるリンドウてんC巣病の発生地である新潟県妙高高原

では.アカクローバにも萎黄叢生症状株が見られ.また少数例で且つ厳密な試験

ではないが，キマダラヨコバイによってリンドウからアカクローバへの伝搬に成

功したと報告されたりlL

文献

。土居ら(1967 ) 日植病報 33 (4): 261 

a土居ら(1967) 日植病報 33(5): 1967 
3) 福土・四方(1955 )北大農邦文紀 2 (3): 47 

4) 福士ら(1955) 北大農邦文紀 2 (3): 52 

5) 福士・菅野(1956 ) 日植病報 21 (1): 33 

6) 小池・奥田・織田(1973)北陸病虫研会報 21 111 

η 小室(1963 )植物防疫 17帥 421

8) 成田(1959 )北海道立農試集報 4 : 58，65 

9) 成田(1962 )農薬の進歩 8 (3): 14 

10) 成田(1977 )北海道における農作物病害 236，238.240 

11)奥田誠一(1977 )宇都宮大農学術報告特輯 32: 18 

12) 新海(1972 ) 日植病報 38 (3) : 216 

13) 塩田・関山・桜井(1956 ) 日植病報 21 (1) : 32 

14) 塩田・関山・西JII( 1958 ) 日植病報 23 (I) : 5:') 

5. クローバ葉化病〈花の葉化病〉

英名 Clover Phyllody Disease 

病原 mycoplasmalike organism (MLO) (マイコプラズマ様微生物〉

1973年 9月，東京都世田谷区.東京農業大学育種学研究所構内のクロ バ系
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統保存圃場わきの通路で，頭花が著しく葉化したラジノクローパが発見された。

その植物体内から MLO左見られる微小体が検出され， とれは欧米で Clover

Phyllody Diseaseと呼んでいる病害と同ーのものであるととが分かった1，2)。

その後の調査により本病は初発見地のほか東京都内，横浜市，川崎市，藤沢市，

三浦市，逗子市，伊勢原市，葉山町，綾脚丁の合計 30個所でも確認されたタ。 ま

たラジノクローパのほか ワイルドホワイトクローパ，アカクローパ，および、ア

ルサイククローパにも同様な葉化症状が認められ，その飾管部にMLOの存在が確

認されたえ

本病にかかったシロクローパの頭花の葉化現象の出現は環境温度に左右される

ところが大きく， 15
0C以下では著しく抑制され， 250Cでは促進されやすい。この

ことは感染した植物体内における MLOの増殖とも関係している)3 ，~o本病はとくに

シロクローバの採種栽培にとって警戒を要すると思われる。

文献

1)中村ら(1975) 日植病報 41 (3): 297 

2) 中村ら(1975 )農学集報 20 (2): 143 

3) 中村・斉藤・郷原(1976) 日植病報 42 (1): 107 

4) 中村ら(1976 ) 日植病報 42 (3): 389 

5) 中村・斉藤・山本(1978 )農学集報 23 (2) : 97 

6. ク口ーパ葉枯細菌病

英名 Bacterial Leaf Blight 

病原細菌 Ps側drrmonascichorii Swing 

葉枯細菌病は静岡県でシロクローパに発生が認められた病害で，その生育期間

を通じて発生するが，殊に梅雨期に多い。また樹陰など日当たりのわるい場所に

多発し，殆んどすべての葉が褐色に変わり，遠くから見るとあたかも焼けたように

見える。シロクローバには栽培(ラジノクローパ)，野生を間わず発生するが，
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それと混播されたアカクローパには全く発病が見られない。人工接種により本細

菌はキャベツ，ハクサイ，ハナヤサイ，ダイコン.ニンジン，タマネギ，チシャ，

ヒマワリ. トマト，タバコを侵し，モモ，ナシ.ウメ，ブドウ， ミカン等の若い

葉にも病原性がある，11

文献

1)後藤(1956 )農及園 31帥 1415

2)阿部・後藤(1955) 静岡大農研究報告 5 : 87 

3)富永(1963) 植物防疫 17帥 411

7. クローパ斑点細菌病

英名 Bacterial Leaf Spot 

病原細菌 PSew101叩 nassγr向。aeVan Hall 

斑点細菌病は静岡県下で発見され報告された病害で，アカクローパおよびシロ

クロ バに自然発生が認められる，2，ゆ。海外では本病菌はさらに他のクローバにも

発生するといわれる 1ん5)。

文献

1)岡部(1949 )植物細菌病学 213

2) 岡部・後藤(1955).静岡大農研究報告 5 : 66 

3) 岡部・後藤(1955)静岡大農研究報告 5 : 87 

4)滝元(1921 )病虫雑 8帥 513

5)富永(1963 )植物防疫 17帥 411
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8. ク口ーパ黒点細菌病

英名 Bacterial Black Leaf Spot 

病原細菌 Ps側出monasandropog併前CE.F.Sm.)Stapp 

黒点細菌病は静岡大学農学部(磐田市)構内で発見されたシロクローバ(ラジ

ノクローパを含む)の病害で，病原の細菌学的性質はトウモロコシおよびそロコ

シの条斑細菌病菌と全く一致する。しかしシロクローパから分離した菌株はトウ

モロコシおよびモロコシに典型的な条斑病病斑を形成するのにトウモロコシおよ

びモロコシから分離した菌株のシロクローパに対する病原性は，ないかあるいは

きわめて微弱で，両菌株の聞には寄生性の点でト顕著な違いが見られる1ふ3)。

文献

1)後藤・岡部(1963) 日植病報 28(5): 286 

2) 後藤・岡部(1965 )静岡大農研究報告 15 : 45 

3)富永(1963 )植物防疫 17帥 411

9. ク口一パベと〈露菌〉病

英名 Downy Mi ldew 

病原菌 Per併ωspordtrifoliorum dBy. 

ベと病は古くからわが国にも紹介されていたがZ)わが国における発生は 1950

年代に北陸地方から7，8，9)，また1960年に入って北海道3，4点。から報告された。いず

れも発生はアカクローバに限られ，被害は一般に目立たないようである O ところ

が北海道では 1968年に河東郡上士幌町において，また1969年には亀田郡大野町

でシロ(ラジノ)クローバにべと病の発生が認められ.大野町では約10aの圃場

全面に発生し，一部に枯死葉も認められるほど、であったといわれる1L
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1)北海道農試牧草 3研(1971 )北農 38 (1) : 6，20 

2) 出回(1909 ) 日本植物病理学 L臼:167 

3) 成田(1962 )農薬の進歩 8(3) : 14 

4) 成田(1963 )植物防疫 17帥 400

5) 成田(1964 )牧草と園芸 12(4): 3 

6) 成田(1977) 北海道における農作物病害 235，239

7) 斉藤(1954 )植物防疫 8日 479

8) 斉藤(1956 )北陸病虫研会報 4 : 52 

9) 斉藤・小野(1957 )畜産の研究 11 (1): 183 

10. ク口ーパ葉枯病

英名 Stemphylium Leaf Blight 

病原菌 Stm叩九.yli切nbotrysosum Wallr. 

完全世代 Pleosporlαheγ品旬開 (Pers.ex. Fr.) Rabh・

本病菌によるアカクローパの病害は 1958年 6月.千葉県印藤郡三里塚御料牧

場において初めて発見され，その後栃木県那須郡西那須野町畜試草地部など関東

東山各地でも認められ足OL北海道では 1950年代に発生が知られ，現在道内に広

く分布するIムI?との他には九州)から発生報告があるだけで，その他の地方から
は報告がない。アカクローパの葉枯病は一般に下棄に多く見られ，且つ病徴に目

立った特徴がないため見すごされているのではないかと思われる。

5temphylium botryosumは寄主範囲のきわめて広い菌で，マメ科牧草で

はアルフアルファとスイートクローパにも激しい葉枯れを起こすことが知られてい

るB，qしかし，アカクローパを侵す菌左アルフアルファを侵す菌との聞には寄生
性の相違があると報告されている13)。
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3) 向・西原(1975 )作物病害事典 346

G 成田(1961 )農業技術 16ω522 

5) 成田(1962 )農薬の進歩 8 (3): 16 
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η 成田(1964 )牧草と園芸 12 (4) : 2 

8) 成田(1977) 北海道における農作物病害 235

9) 西原 (1960)日植病報 25 (1): 13 

10) 西原(1960 ) 日植病報 25 (5): 218 

1ο 西原 (1960)農業技術 15帥 448

12) 西原(1960 )デーリィマン 10 (10): 24 

13) 西原(1961)牧草の病害 1 63 

l4) 西原(1962) 農薬 9 (5) :口絵

15) 西原(1969 )日植病報 35 (3) : 243 

16) 重永・古山(1963) 九州病虫研会報 9 : 10 

1η 土屋・尾崎(1967 )北農 34仙 45

11. クローパ葉腐病〈株枯病， くもの巣病〉

英名 Rhizoctonia Rot， Brown Patch 

病原菌 Rhizocto況の solaniKuhn 

戦後，クローパとくにシロクロ パの一種ラジノクローバが導入され好成績を

おさめ，暖地にまで急速に普及した。ラジノクローバは高位生産をねらった集約

栽培が行なわれたことから，その生産を阻害する病害に大きな関心がもたれ，こ

れがわが国における牧草病害研究の主要な緒ロのーっとなった。

葉腐病はクローバの最重要病害の一つで，シロクローパ.アカクローバをはじ
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めすべてのクローバ類に発生する。陵地ばかりでなく冷涼地でも発生し，北海道

でも近年発生が目立つといわれ390 葉腐病はとくに本邦暖地のクローパで問題

の大きい夏がれの主因あるいはきわめて有力な誘因であるとされてい

る14，17，m，22，m，29，33，35，36，44490

ところでクロ バ葉腐病菌とイネ科牧草葉腐病菌，クローバ根腐病菌ならびに

他作物の葉腐，紋枯病菌との異同がしばしば問題とされる。これについてはオー

チャ ドグラス葉腐病の項で述べるが，その他に次の報告がある。

遠藤らμ2ふ

び Rhizocto叩?旬Zα4ωαS別olaαη例iKi江ihnの寄生性.培養性質を比較検討し，次の結果を得

たO クリムソンクローバ葉腐病菌とイネ紋枯病菌とは培養的性質，菌核の形態，

イネ葉鞘における病斑型など全く一致するので同一種と認める。しかしクリムソ

ンクローバ葉腐病菌はイネ紋枯病菌に比べ，マメ科牧草に対する病原性は優るが，

イネに対しては逆に劣る点から，これはイネ紋枯病菌の寄生性分化によるものと

考察し，クリムソンクロ パ葉腐病菌はイネ紋枯病菌の一系統であるとしたO ま

たこれらとは異なりイネに対して殆ど病原性のない R九izoctoniαsolani によ

っても，クリムソングローバの葉腐症状は発現するので， クリムソンクローバ薬腐

病にはこれら 2種の菌が関与するとみなした。

葉腐病にひどく侵されれば地上部は腐り，ついには再生しなくなるものもある

が，それとは別に，本菌によって根冠または根を侵されて株枯れとなることもあ

り，根腐病と呼ばれる39μ，51 ，5~。これについては}iIJ項の根腐病のところで述べる。

葉腐病はクローバの草種によって強弱の違いが認められる。前述のようにシロ

クローバ(とくにラジノクローバ)に多発するが.アカクローパに多いとされる

場合もある26，44，5司。クローパ葉腐病耐病性の遺伝研究が鳥取大学農学部抗必)で行な

われているが，それに関連して葉腐病菌の代謝毒素が調べられた。それによると

ラジノクローバ葉腐病菌は少なくとも 8個の酸性物質を代謝しそのうち 4個.す

なわちフェニル酢酸.バラ・ハイドロオキシ・フェニル酢酸，メタ・ハイドロオ

キシ・フェニル酢酸および未確認酸 1個がクローパに著しい毒性を示すことが認

められたO

薬腐病の薬剤防除について福島で行なわれた成績によれば. PCNB 1500倍液

の散布は不十分ながら効果が認められた。また，本病によると思われるアカクロ
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ーバの株腐症状に対してはソイルシン，シミルトン(土壌殺菌水銀剤)の 2，000

倍液がPCNBより効果が高かったといわれる立)。

また対象草種ははっきりしないが，鹿児島で行なわれた成績によれば.本病に

対しキャブタン剤. PCNB剤. TMTD剤が有効であるが，卓効あるものはまだ

見出されていないと報告されてい，&fjo
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12. ク口ーパ灰色かび病(花腐病〉

英名 Gray Mold 

病原菌 Botrytis c何eγ6αPers.ex Pers. 

本病菌は多犯性で各種の作物に灰色かぴ病を起こすが，クローパにも葉に灰色

かび病，花に花腐病を起こす。被害の報告されているクローパはシロクローパ1，2，4，9)

アカクローバ2，4ム6，7，8)，アルサイククローパ3，4，クリムソンクローバ 4)，ストロベリー

クローパ舎である。シロクローパでは葉さび病の胞子層に併発することも観察さ

れており4)，アカクローバでは頭花を侵すので花腐病と呼ばれる6.7，8)。花腐病によ

るアカクローバの採種障害は甚だしく，これについて若干の試験が行なわれて報

告されている。それによると，本病は平均気温18一22"Cで小雨の降り続くとき

に発生し，梅雨期に多発する。アカクローパ採種株の，早く開花して古くなった

花弁に先ず寄生し，そこを足場として花序の内部に侵入し，子房の内部まで腐ら

せる。とくにアカクローパを激しく侵し，へアリーベッチにも多発する。ラジノ

クローパ，アルサイククローバ， アルフ了ルファの花弁にはほとんど発生しない。

しかし葉片への病原性はアルサイククローパ，ベッチ類，アルフアルファに強く

アカクロ バにはかえって軽微という結果が得られているO これは本病菌がかな

り腐生的な侵入過程を通じてのみ発病させるからであろうと考察されている7 ，8~
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6) 斉藤(1963 ) 日植病報 28 (2): 70 

7) 斉藤・吉村 (1963) 北陸病虫研会報 11 : 48 

8) 斉藤・吉村 (1964) 北陸農試報告 7 : 129 

9) 土屋・尾崎(1967) 北農 34ω47 
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13. シロタ口ーパ白斑病

英名 Leaf Spot 

病原菌 stαgcrrwspo仰例eliloti(Lasch) Petr. 

白斑病は松浦両によって 1924年 7月，鳥取高農園場において発見，命名され

た病害である。病原菌は当時の文献により stαgonosp:nucompta (Sacc. )Died. 

とされたが，現在は上記の学名が一般に採用されている。この菌にはStαgcrrωspo叩

型の柄胞子時代の他に phonω型の柄胞子を形成する世代 P加畑 meliloti

Allesch. と，子嚢胞子を形成する完全世代 Leptosp.加eγ旬 pratens~s Sacc. 

et Briard とが知られているが本邦では P九orna型および Leptosp加仰向の世

代は確認されていない。

本病は北海道mムl2，13 ，3⑤から九州3~ まで圏内各地で発生が認められており，シ

ロクローパでは最も普遍的な病害のーソである。関東地方において，本病の発生

は春秋2回見られ，それぞれの発生期聞は比較的短期間であるが蔓延は急で，被

害もかなり大きい噌

白斑病は海外ではアカクローパ，アルサイククローバ，スイートクローパ，イ

エロートレフオイルおよびアルフアルファにも発生するといわれるが，わが国で

はシロクローパのほかにはホワイトスイートクローパに発生が認められているだ

けである2OL

白斑病菌の柄胞子の発芽，寒天培地上での培養温度および胞子形成の最適温度

は20ocである丸28)。低温乾燥状態で保存された権病葉上の柄胞子の生存は長く，

105日後でもなお 00%以上の発芽が見られる27)。

〔附記〕 本病においては人工接種実験に成功した報告を見ない。また本病と

品種との関係については報告されたものか見ないが， 1979年，草地試(那須)にお

ける観察では， シロクローパの品種「キタオオハ」には本病の中程度の発生が見

られたが1"ニュージーランドホワイト」には病斑が全く認められなかった。

文献

1)原(1932)実験作物病理学 949
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5) 木谷(1963)植物防疫 17側:408 

@ 木谷・国安(19初)四国農試報告 22 : 122 
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9) 村里・小島・菅原(1969 ) 日草誌 15(1): 86 
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11) 成田 (1962) 農薬の進歩 8 (3): 16 
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15) 西原 (1959) 農薬 6 (1): 59 

16) 西原(1960 ) 農業技術 15帥 447
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19) 西原 (1962) 農薬 9 (5) :口絵
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29) 菅原・渡部・村里(1966) 関東病虫研会報 13 : 78 

3の菅原ら(1968) 関東病虫研会報 15 :ω 

31)高橋・飯塚・飯田(1963 )北日本病虫研会報 14 :ω 
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32) 寺中ら(1969 )九州病虫研会報 15 : 19 

33) 土屋・尾崎(1967 )北農 34ω47 

34) 富永(1970)飼料作物の病気カラースライド集解説:49 

35) 富永 (1971) 農技研報告C，25 197 

36) 山本ら(1963)中国農試報告A，9 : 136 

14. クローパ斑敵病

病原菌 Ascochyta sp. 

わが国において Tパfoli初犯の葉を侵すAscoc九.ytα属菌の報告はほとんどが

アカクロ バからで，シロクローバは東北.2) と中国地方1l)の 2例のみである。

北陸地方でアカクローバに発生した AScoc仰向による病害は，葉に直径 2-

7皿の褐色で不鮮明な輪紋を生ずる O 中心部はしばしば崩壊し，病斑面に小粒点

(柄子殻〕を形成する o 5月から 7月まで発生し，アカクロ パの重要病害の一

つであるとされている号本病は仮に斑紋病と名付けられている 81O

成田4)は北海道でもアカクローパに Ascoc九.ytαsp. の寄生を認めて報告した

が，のち氏はこれは褐斑病菌 Stαganos'J均m recedensの未熟時代であったと訂

正している。しかし北陸その他の地方から報告されているアカクローパおよびシ

ロクローパの Ascoc均的 sp.も北海道と同じく stαgcmos伊rarecedens であ

ると簡単に推断することはできないように思われる。

文献

1) 飯田・斉藤(1958 )北陸農業研究 3 (2): 39 

2)飯田・高橋・飯塚(1969) 東北農試研報 37 : 4 

3)木谷・国安(1970)四国農試報告 22 : 126 

4)成田(1963 )植物防疫 17帥 400

5)斉藤 (1954)植物防疫 8ω478 

6) 斉藤(1956)北陸病虫研会報 4 : 53 
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7)斉藤・小野(1957 )畜産の研究 11(1): 182 

8) 斉藤・吉村 (1962)北陸病虫研会報 10 : 52 

9) 斉藤(1963 )北陸農試報告 5 18 

10) 土屋・尾崎(1967)北農 34ω46 

11) 山本ら(1963)中国農試報告A，9: 137 

15. クローパ斑点病

英名 Summer B lack S tem and Leaf Spot. 

病原菌 Cercospo叩 zeb1・mαPass.

クローパの斑点病はわが国では 1924年，鳥取高農(鳥取市)の圃場でシロクロ

ーノミに発見されたのが最初である10)。 次いで 1929年には同地においてアカクロー

バにも発見され，さらに鳥取県内および京都市でも発生が認められ報告されがDL

1950年代に入り牧草病害発生調査が進むにつれて，本病の発生状況が明らかとな

った。それによると本病はシロクローパ(ラジノ， コモン)とアカクローパには

北海道から九州、|までのいたる所で認められており，その被害は気温上昇とともに

増加L39)，とくに暖地のシロクローノどでは夏がれの一因ともなる，24)0 秋季感染した

葉は霜にあうとすぐ枯れるのでその被害も無視できない24)。アカクローパでは採種

株にも被害の大きい例が観察されている24)。

斑点病は一部ではあるがアルサイククローパ12，19，24，32，43，刊， クリムソンクロー

パ7，u，193S，サブクローバ43)，およびエジプチアンクローパ19lにも発生が認められて

いる。さらに Trif俳句m属以外のマメ科牧草にも本菌による斑点、病の発生が報

告されている。これら各種の植物を侵す斑点病菌の寄生性が同一であるか否かは

まだよくわかっていない。ただクローパ (Trifol飢 m属)以外の植物の斑点病菌

はクロ パ類を侵すことはないようである24)。クリムソンクローバの本病菌はシ

ロクローパ，アカクローパおよびアルサイククローバを侵さなかったといわれ24)

クローバ類に寄生する本病菌の中にも寄生性の分化が認められている。
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1) 藤岡(1962) 日菌報 3 (1-6) : 65 

a橋本・関沢(1962) 北日本病虫研会報 13 : 74 

3) 飯田・高橋・飯塚(1969) 東北農試研報 37 : 4 

4) 岩垂・佐々木・内藤(1943)満洲国農作物病害目録 111

9 香月(1951) 日植病報 15 (3 -4) : 145 

。香月(1965 ) 日菌報別冊 1 : 41 

7) 北島・梶原(1967 )原色作物病害図説 404

8 木谷(1963) 植物防疫 17帥 408

9) 木谷・国安(1970) 四国農試報告 22 121，126 

10) 松浦(1930 ) 病虫雑 17 (9) : 585 

11) 三浦(1962) 秋田農試報告 13 : 17 

12) 向・西原(1975) 作物病虫害事典 358

13) 村里・小島・菅原 (1969) 日草誌 15 (1) :ぉ

14) 成田(1959)北海道立農試集報 4 : 58，64 

15) 成田(1961)農業技術 16ω522 

16) 成田(1962)農薬の進歩 8(3):16 

1η 成田(1963 )植物防疫 17帥 4∞
1め成田(1964)牧草と園芸12(4): 3 

19) 成田(1977) 北海道における農作物病害:235，237，238，239，241 

20) 西原(1959) 日植病報 24 (1) : 40 

21)西原(1959) 農薬 6 (1): 59 

22) 西原(1960 ) デーリィマχ10(5): 29 

お)西原(1960) 農業技術 15帥 447

24) 西原(1961) 牧草の病害1 69 

25) 西原(1962) 農薬 9 (5):口絵

26) 西原 (1965) 日植病報 30 (5): 269 

27) 西原(1966)農林省畜試研報 10 : 37 

28) 斉藤(1954 )植物防疫 8ω479 
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29) 斉藤(1956 ) 北陸病虫研会報 4 : 52 

30) 斉藤(19印) 農業技術 15(5): 204 

3D 斉藤(1961) 日植病報 26 (5): 240 

32) 斉藤・吉村(1962) 北陸病虫研会報 10 : 52 

33) 斉藤・吉村(19日)北陸病虫研会報 11 : 47 

34) 沢田(1958) 林試研報 105 : 109 

35) 関沢・橋本(19臼)北日本病虫研会報 15 : 65 

36) 重永・古山 (1963)九州病虫研会報 9 : 10 

31) 菅原・渡部・村里 (1966)関東病虫研会報 13 : 78 

3め 菅原ら (1968)関東病虫研会報 15 : 69 

39) 高橋・飯塚・飯田(1963)北日本病虫研会報 14 : 60 

40) 寺中ら(1969)九州病虫研会報 15 : 19 

41) 富樫(1940 )植及動 8 (I): 179 

42) 富永(1970)飼料作物の病気カラースライド集解説:50，57 

43) 富永(1971 )農技研報告C，25: 196，197 

44) 土屋・尾崎(1967) 北農 34帥 44，47

45) 山本・前田(19ω) 兵庫農大研報生物編 4 (2) : 78 

46) 山本ら(1963)中国農試報告A，9: 136 

4η 吉原・西原(19ω) 長野県における牧草生育障害の実態 1 : 17 

16. シロクローパ葉さび(鏡〉病

英名 Rust 

病原菌 Uromyces けが'olμ→・epentis L i rd 
U. trifolii L~v. 
U. tγifol ii CHedw. f. ) L~v. 
U. trifol“-repentis (白 st.)L iro 

わが国においてシロクローパには本菌のほかいま 1種のさび菌の寄生が知られ

ている。それは Uγomycesflectens Lagh.によるもので，茎さび病と呼ばれ

るo それに対し本菌によるさび病は棄さび病と名付けられているが叫侵される部

← 105-



分は葉片に限らず葉柄にも目立つので注意を要する。

わが国におけるシロクローパの葉さび病は 1917年，札幌で採集されたのが最

古の記録である18)。その後各地で多くのひとびとに注目され報告されており，そ

の分布はほとんど全国に及ぶが，南西日本では比較的まれで、鳥取市l，~，鳥取県西

伯郡大山町Il)および九州英彦山田，mjにおける発生報告があるに過ぎない。また本

病は野生化したシロクローパで認められたものが多く，ラジノクローバで、の発生

例はまれのようである32)。

本病の季節的消長調査によれば，発生期は東北15)では 5-8月，北陸記事では 5

月中旬-8月(最盛期 7月)，茨城県北部幼では 6-11月，岡県中央討8では 6

ー7月に見られ 6月に最多，栃木県那須のでは5一 7月と 10-11月に見られた

が5-6月に最も多発生であったと報告されている。なおさび菌の世代別発生期

は平塚13)の標本リストが参考になる。

葉さび病菌の寄主植物として，外国では多くのクローパ類があがっているが，

わが国ではシロクローパの他には北海道においてクリムソンクローバに自然発生

が認められた 1例があるに過ぎ、ない23i
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1)遠藤(1927)病虫雑 14(7) :必8

2) 原 C1932) 実験作物病理学 461

3) 平塚(1927 ) 札幌博物会報 9 (2): 233 

4) 平塚 C1930 ) 鳥取農専学 1 : 64 

5) 平塚(1931) 

6) 平塚(1932) 

7) 平塚(1935) 

8) 平塚 C1937 ) 

9) 平塚(1941 ) 

10) 平塚 C1952) 

11) 平塚 C1955 ) 

12) 平塚 C1960 ) 

鳥取高農校友会誌「草原J 11: 94 

鳥取農学会報 4 :辺

植雑 49 : 146 

植研雑 13 : 735 

鳥取農学会報 8 : 114 

東京教育大農紀 52 

植物鋳菌学研究:178，182，184，191，192，23) 

琉球大農学術報告 7 : 236 

106 



13) 平塚(1973) 菌輩研報 10 : 38 

14) 北海道農試牧草3研(1971 )北農 38 (1): 6 

15)飯田・高橋・飯塚(1969)東北農試研報 37 : 4 

16) 石山 (1936)病虫雑 23 (5): 37 

17 石山(1936)札幌農林会報 28 (131): 5 

1⑦伊藤 (1922)北大農紀 11任): 235 

19) 伊藤(1950) 日菌誌 2 (3): 103 

2の北島・梶原(1967 )原色作物病害図説:必6

2U 三浦(1957)秋田農試報告 8 : 17 

22) 向・西原(1975) 作物病虫害事典 3日

23) 村山(1948) 日植病報 13 (1・ 2): 47 

24) 永井・島村(1933 )札幌農林会報 25 (114) : 79 

25) 成田(1959 ) 北海道立農試集報 4 : 60 

26) 成田 (1962) 農薬の進歩 8 (3): 14 

2η 成田(1963) 植物防疫 17帥:ωo

28) 成田 (1977) 北海道における農作物病害 239
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30) 西原(1960 ) 農業技術 15帥:必7

3U 西原(1960) デーリィマン 10 QO): 25 
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35) 斉藤・吉村(1962) 北陸病虫研会報 10 : 52 

36) 沢田(1952)林試研報 57 : 45 

37)菅原ら(1967)関東病虫研会報 14 : 53 

38) 菅原ら (1968)関東病虫研会報 15 : 69 

39) 高橋・飯塚・飯田(1963) 北日本病虫研会報 14 :ω 
40) 照井 (19:D)札幌博物会報 11 (3): 162 

41) 富樫・大沼(1934) 盛岡高農学術報告 17 : 31 

42) 富永(1970 )飼料作物の病気カラースライド集解説:ω

43) 富永(1971 )農技研報告C，25: 197 
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17. シロクローパ火ぶくれ病(結痩病)

英名 Leaf Curl， Warty Scab 

病原菌 olpidぬm tγifol“CPass.) Schrot. 
1928年に草野めは東京の各地で採集したシロクローパの病害，および京都大

学逸見教授が京都で採集して送られたシロクローバの病害標本について研究し，

その病原を Olpid伽m tγifolii と同定するとともに，この菌の生態、を研究し

て発表した。これが本病のわが国における最初の報告である。原1)は氏の著書に

草野3，4) の報告を参照し，これに結痩病という病名を与えて記載した。このよう

に本病はわが国におけるクローバにとっては歴史の古い病害の一つである。本病

はその後火ぶくれ病と改称された予)。 火ぶくれ病は現在北海道から九州に至る広

い範囲に分布しており，自生のシロクローパには普通に認められ，ときにはかな

りひどく発生するが，人工草地のシロクローパとくにラジノクローパでは今のと

ころ大した被害は出ていない10)。

なお草野6)の実験によればシロクローパはソラマメの火ぶくれ病菌Qlpid句協

viciae Kusano にも感染し，表皮細胞内に子実体を形成するが，病徴は顕著で

ないといわれる。

文献

1) 原(1932) 実験作物病理学 460

2)伊藤(1936 ) 日菌誌 1 : 23 

3)草野(1929)東大農学術報告 10 (2): 83 

4)草野 (1932)東大農学術報告 11 (4): 359 

5) 草野(1936)日本植物輯報 8 (2) : 155 

6) 草野(1936 )病虫雑 23 (2): 93 

7)成田 C1977 )北海道における農作物病害:お9

8)西原(1959) 日植病報 24 (1) :必

9) 西原(19伺)農業技術 15帥:必7
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10) 西原(1961)牧草の病害 1 29 

11) 斉藤(1960)農業技術 15 (5): 204 

12) 斉藤・吉村(1962) 北陸病虫研会報 10 : 52 

13) 富永(19初)飼料作物の病気カラースライド集解説:必

14) 富永 (1971)農技研報告C，お 197

15) 山本ら(1963 )中国農試報告A，.9 : 136 

18. シロクローパほこりかび病〈灰色ほこりかび病〉

病名 Slime Mold 

病原菌 P均sα.rumcinereum (Batsch) Pers. 

千葉および東京でラジノクローパに発生した記録がある 1)0 それ以外にも関東

ではしばしば見かけるO

〔附記 J p.均'sarumcinereum (ハイイロホコリカビ)以外のホコリカビの

仲間の発生もあると思われ，病名にはほこりかび病を当てるのがよいと思われ

るのでここにはそれを用いた。

文献

1) 富永(1971)農技研報告 C，25 : 197 

19. クローノ礼、ぼ斑点病〈斑葉病〉

英名 Leaf Spot 

病原菌 psewlopeziza trifolii (Biv.-Bern.) Fckl. 

いぼ斑点病は古くから知られているクロ パの病害で，ョーロジパや北米の各

国をはじめ世界の温帯から亜寒帝まで、広く分布しているO わが国でも明治時代に

出回めによりツメグサの斑葉病として欧米の研究が紹介されていた。本病の日本
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における発生報告は富樫・平塚34)の 1923年10月，北海道北端ノシャツプ半島の

植物寄生菌類調査に見られろものが最初である。

近年行なわれた牧草病害発生調査によれば，本病は北海道から九州、|まで分布して

おり，それによる被害はいずれの地でも大きい。各地ともアカクローパに発生を

認める例が多いが，シロクローパにもしばしば見られ，さらに北海道17)ではアルサイク

クローパにも認められている。

本病の季節的発生消長が盛岡7，32)でアカクローパについて，富士山麓9，10)でシ

ロクローパについて調べられている。アカクローノ旬、ぼ斑点病は 5月から発生し，

8月に最も多く，そのまま秋まで引き続き発生が見られる7)。 シロ(ラジノ)ク

ローパいぼ斑点病は年によって聞きがあるが 19臼年の例では初発生は 5月下

旬に認められ，以後 11月まで発生が続いた。発病率は 8月に一時50-60 %に昇

ったほかは 20-30%で、あった。同時に発生したアカクローパのいぼ、斑点病はシロ

クローパより発病率が高かった9，DL

文献

1) 葵・内村(1962 )九州農業研究 24 : 155 

2) 原(1932 )実験作物病理学 461

3) 橋本・関沢(1962) 北日本病虫研会報 13 74 

4) 北海道農試牧草 3研 (1971)北農 38 (1): 6 

5) 茨木・徳永・遠藤(1963)北日本病虫研会報 14 :位

6) 出回(1909 ) 日本植物病理学(上): 308 

7) 飯田・高橋・飯塚 (1969)東北農試研報 37 : 4 

8) 北島・梶原(1967 )原色作物病害図説:必4

9) 小宮・渡辺・鳥倉 (1964)北日本病虫研会報 15 : 69 

10) 小宮ら(1966) 明治大学科研紀要 5 : 238 

11)中島ら(1958 )宮崎大農研究時報 4 (1): 84 

12) 成田(1959 )北海道立農試集報 4 : 57，64 

13) 成田(1961 )農業技術 16帥 522

14)成田(1962 )農薬の進歩 8 (3): 15 
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15) 成田(1963 )植物防疫 17帥 400

16) 成田(1964 )牧草と園芸 12 (4): 3 

17) 成田 (1977)北海道における農作物病害 235，237，239

18) 西原 (1960)農業技術 15帥 448

19) 西原(1960 )デーリィマン 10 (5): 29 

20) 西原 (1961)牧草の病害 1 35 

21) 西原(1965) 日植病報 30 (5): 269 

22) 西原 (1966)農林省畜試研報 10 : 39 

23) 西原(1976 )臼草誌 22(別号1): 107 

24) 斉藤(1954)植物防疫 8ω476 

25) 斉藤(1956 )北陸病虫研会報 4 : 52 

26) 斉藤・小野(1957) 畜産の研究 11 (1): 182 

2η 斉藤(19ω)農業技術 15 (5) : 204 

28) 斉藤・吉村 (1962)北陸病虫研会報 10 : 52 

29) 沢田(1952 )林試研報 53 ; 148 

30) 関沢・橋本(1964)北日本病虫研会報 15 : 66 

31) 重永・古山(1963 )九州|病虫研会報 9 : 10 

32) 高橋・飯塚・飯田(1963)北日本病虫研会報 14 :ω 

33) 寺中ら(1969) 九州病虫研会報 15 : 19 

34) 富樺・平塚(1937) 札幌農林会報 16 (68) ; 74 

35) 富樫(1940)植及動 8 (1): 179 

3Eり 富永(1970 )飼料作物の病気カラースライド集解説 51

3乃 富永(1971)農技研報告 C，25 : 196，197 

3~り 土屋・尾崎(1967 )北農 34帥:45.46 

39) 山本ら(1963 )中国農試報告 A，9; 136 

40) 吉原・西原(19回)長野県における牧草生育障害の実態1 18 

20. ク口ーパ萎ちょう(凋〉病

病原菌 pusarium OxySpO'!・umS chl. emend. Snyd. et Hans. 

f. sp. mediωginis (Weimer) Snyd. et Hans. 

火山灰土壌草地において，マメ科牧草とくにアカクローパとアルフアルフアが
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播種後 2-3年で再生不良とな n枯死し，草地が衰退する現象がみられる。その

被害は年次が進むほど増加するO これらの擢病した植物は二次根の発達が悪く，

直根の中心は冠根部から先端まで褐変しているのが認められる。被害根の内部組

織から 2種のフザリウム，F. O'X!Jsporumと F.sola;叫が分離され，接種試験'?

結果これら2種の菌が，草地における永年生マメ科牧草の短年化の主因であると

決定された1)。 このうち F.oxysporum によるものを萎ちょう病.F. solani 

によるものを根腐病として区別されている3)。なおマメ科牧草にはいま一種，F. 

roseumによるフザリウム病があり，これは根頭腐敗病と呼ばれるわ 5)。

アカクローパおよびアルフアルファ萎ちょう病菌はウリ科，ナス科および十字

科には病原性がなく，共に F.oxysporum f・sp・medic叩仰ぬと同定されるの。

北海道において F.oxysporumは草地，畑地の土嬢から検出されるが， 原生林

土壌からは，土壌平板法でわずかに 1菌株が分離されたのみである7L

文献

1)荒木・佐藤・島貫(1970 ) 日植病報 36(5) :お2

2) 荒木・佐藤(1973 ) 日植病報 39 (2) : 154 

3) 荒木(1979 )植物防疫 33(3): 124 

4) 松尾(1969) 植物防疫 23ω:477 

5) 成田(1977 )北海道における農作物病害 235

6) 佐藤・荒木(1974) 日植病報 40 (2) : 116 

7) 島貫・荒木(1975) 日植病報 41 (1): 124 

21. ク口ーパ褐斑病(角斑病〉

英名 Leaf Spot 

病原菌 Stαgmωspora receゐns(Massal.) F. R. Jones et Weimer 

褐斑病は 1960年，北海道河西郡芽室で発見されたが，当時北海道ではすでに

各地に分布していたものと見られる。アカクローパとシロクローバに発生し，現

112~ 



在十勝地方での発生が目立つ3，4)。

北海道以外での本病発生の正式報告はまだないが，東北農試(盛岡市下厨川)

では，場内圃場のシロクローバに発生が見られ，病理研究が行なわれたととがあ

り，その成果が年次成績書に見られる。また草地試(栃木県那須郡西那須野町)

でも軽微な発生が認められる。

本病菌はシロクローパ白斑病菌と同属であるが，それとは柄子殻，柄胞子の形

態，人工培地上の菌叢，温度反応等の点で区別される，3)0

アカクローパおよびシロクローパからの褐斑病菌の寄生性には相違が認められ

るが，分化は明確ではない九 なお西原5ゅはブラジルにおいて本菌によるアカ

クローバの本病を採集し，帰国後それに角斑病左いう和名を付して報告している。

文 献

1) 成田(1963 )植物防疫 17 M: 400 

2) 成田(1964 )牧草と闘芸 12 (4) : 3 

3) 成田 (1972)北日本病虫研会報 23 : 19 

4) 成田 (1977)北海道における農作物病害 235，240 

5) 西原(1965) 日植病報 30 (5): 269 

6) 西原 (1966)農林省畜試研報 10 : 37 

7) 土屋・尾崎(1967) 北農 34 (JJ): 46 

22. ク口ーパ菌核病

英名 Sclerotinia VVilt 

病原菌 Scleγot仇仰 tバfoliorumEriks. 

scleγot仇似 tr・ifolior・umによる菌核病はわが国では古くからレンゲの病害

として重視され，長年にわたり多くのひとびとによって研究されてきたおLそれ
と同じ病害がクローパにも発生し惨害を与えることは一部には注目されていた

が3)，43)それが多くのひとびとに知られるようになったのは 1960年代に入ってか
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らである。本病菌の生理，生態および防除についてはレンゲで多くの研究があり，

中でも山形県農試で行なわれた松浦25)の研究成果が注目される。

クローバ菌核病はレンゲと同様，積雪地帯で最も重大な被害を与えるが，殆ど

積雪を見ない鹿児島36~四匠2{中国55) にも発生する。温暖な千葉41)では晩秋と早春

の2回発生し，それによる被害はどちらも大差なく重大であると報告されている。

なおクローパには sclerot仇句 sclerotiorum(L ib.) dBy・ も寄生力があ

り仰4:カラスノエンドウ菌核病菌の中にはナタネ群(S・sclerotiorw悦〉に入るも
のが分離されているので注意を要する1)。わが国に産する菌核病菌のう瀬は山ダ

の論文に詳しいので参照されたい。

<被害> 菌核病によるラジノクローパの被害を解析するため，効力の異なる

数種殺菌剤を施用して発生程度の異なる草地を作り，その生草収量を比較したと

ころ，春先における発病面積率に応じて収量が減退し，その減収率は発病面積率

とほぼ一致することが認められたO すなわち発病面積率14労の圃場で、生草収量が

14%減少をみた6，7)。この試験をさらに発展させて圃場で実地に発病調査を行なう

のに便利な発病面積調査基準が考察され提示されている13)。

<発生生態> 盛岡においてシロ(ラジノ)クローパを用いて行なった試験に

よると，菌核そのものはクローパ各部に接着させても病気をおこさない。またク

ローパの遺体残溢が直接伝染源となる可能性も殆どない。 種子伝染の可能性も

ないと考えてよい。本病の第一次伝染源は菌核から抽出した子嚢盤に形成される

子嚢胞子にあるO クローパ菌核病菌の菌核が発芽して子嚢盤を形成する最盛期は

盛岡では 9-10月で，春にはみられず，秋季の温度低下によって誘発されたもの

と考えられる。実験によれば菌核発芽の最適条件としては 10oc程度の低温と
それよりやや高い 15

0C程度との変温が必要であるとみられとが7Lまた子嚢盤の成

熟には光の影響が大きいが，それに有効な光は 300----'3ωmの近紫外光で，それ

より長波長の可視光は有効でないことが明らかにされた9，10，11)0

晩秩クローバの葉面に子嚢胞子を接種すると棄に多数の微小な褐点状病斑が形

成され，との病斑は根雪後約 1か月経過して伸展型に変り，令の進んだ葉を中心

に発病腐敗させる。根雪後 58日で地上部に菌核が形成され，根雪 78日後には菌

糸は芽や根茎部まで到達し，主根上部に菌核が形成される。またこの時期に枯死株が

急に増加する。根雪1∞日後には根部での菌核形成は本格的となり一部の菌核は

114-



黒色化し成熟する。根雪後 116日を経過し消雪する時期には葉のほとんどが腐敗

し，菌核の多くは成熟する6，7)。

本病によってクロ パが腐敗枯死するには約2か月の積雪期間を要する。枯死

株の発生と根雪期間との聞には相闘があり，根雪期聞が長くなるにつれて枯死株

数も増加する(根雪 116日で42.4%株死)九

く薬剤防除〉 レンゲの菌核病に対し古くは消石灰末を子器発生盛期ごろから

反当3貫を 3回，または 10貫ずつ2回，朝露のあるうちに手でまく方法が，ボル

ドウ液や石灰硫黄合剤散布よりも効果が大きいとしてすすめられていが)。

その後海外でマメ科牧草菌核病防除に PCNB(ベンタクロロニトロベンゼン)が注

目されていることが紹介さが9，50，わが国でも試験が行なわれた。北海道でアカク

ローバを対象に行なわれた試験では. PCNB 10 %粉剤を 12月1日に.10 a当た

り4K9散布したととろ 6割の増収が得られた。また福岡ではCNA剤(2 .6-di c-

h loro-4-ni troani 1 in ) L回0倍液を 10a当たり 500ム発病初期 (2月中旬)から

10日おきに 3回散布で水銀剤 (EPEM，PMA)にまさる効果を示した。なおCNA

剤の 2%粉剤10a当たり 5K9散布も同様の効果があった。

く品種〉 菌核病に対する抵抗性品種育成はわが国でも進められ，アカクロー

バのサアポロは，本病に比較的抵抗性である北海道在来を母材として育成された

結果，茎割病， さび病と共に菌核病に対する抵抗性は一般に高い57)。また外国に

おける菌核病抵抗性育種研究の紹介も行なわれている5OL

文 献

。藤井・長江・木原(1966 ) 日植病報 32(2) :飽
D 橋岡(1958) 畜産の研究 12帥 1376

3) 平田(1941)教育農芸 10 (6): 662 

4) 北海道農試牧草 3研 (1971)北農 38(1) : 6 

5) 本田・柚木(1970 ) 日植病報 36(5): 347 

6) 本田・柚木 (1971) 日極病報 37 (3): 168 

η 本田・柚木(1973)東北農試研報 46 : 143 

8) 本田・柚木(1974 )日植病報 40 (2): 124 

R
U
 --

咽

i



9) 本田・柚木(1974 ) 日植病報 40 (3): 170 

10) 本田・柚木(1975 ) 日植病報 41 (1) :回

11) 本田・柚木(1975 ) 日植病報 41 (4): 383 

12) 本田・柚木(1975)東北農試研報 50 : 87 

13) 本田・柚木(1976 )東北農試研究速報 20 : 19 

14) 出回(1909) 日本植物病理学(上): 335 

15) 飯田(1954)植物防疫 8(1):22 

16) 飯田(1964 )農及園 39ω1854 

1η 飯田(1965)牧草と園芸 13(9): 9 

18) 飯田・高橋・飯塚(1969) 東北農試研報 37 : 4 

19) 岩山 (1932)農及園 7 (2): 259 

20) 北島・梶原(1967 )原色作物病害図説:必0

21) 木谷(1963 )植物防疫 17帥:必7

22) 木谷・国安 (1970) 四国農試報告 22 : 120，125 

23) 小松原・松浦(1939 )福井農試試験調査報告 23 : 8 

24) 子安(1965 )北農 32ω12 

25) 子安・成田 (1965)北日本病虫研会報 16 : 112 

26) 松浦(1946) 紫雲英菌核病ニ関スル研究1(山形農試): 3 

27) 諸橋(1965) 横浜植防ニュース 305 : 4 

28) 永田・小畑・広)11(1963) 植物防疫所調査研究報告 2 : 41 

29) 成田 (1959)北海道立農試集報 4 :日，65

30) 成田 (1961)農業技術 16帥 521

31) 成田(1962) 農薬の進歩 8 (3): 15 

32) 成田(1963)植物防疫 17帥:400 

33) 成田(1964)牧草k園芸 12(4): 1 

34) 成田 (1966)十勝農試資料 2 : 2 

35) 成田(1977 )北海道における農作物病害:235，237，240 

36) 新留(1970)鹿児島農試創立70年記念報告:忽8

3η 西原(1959 ) 日植病報 24(1) : 40 

38) 西原 (1959)農薬 6(1): 59 
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39) 西原(1960 )農業投術 15 (10): 447 

40) 西原(1960) デーリィマン 10(5): 28 

41) 西原(1961 )牧草の病害1 8 

42) 西原(1963)植物防疫 17帥 391

43) 斉藤(1954 )植物防疫 8帥:478 

44) 斉藤(1956)北陸病虫研会報 4 : 52 

45) 斉藤・小野(1957) 畜産の研究 11 (1): 183 

46) 斉藤(1960 )農業技術 15 (5): 204 

4η 斉藤・吉村(1962 )北陸病虫研会報 10 : 52 

48) 斉藤・吉村(1963 )北陸病虫研会報 11 : 47 

49) 佐久間・荒木(1975) 日植病報 41 (1): 125 

50) 但見(1971 )新農薬 25 (3): 21 

51) 但見(1974 )育雑 24 (1): 52 

52) 富永(1970) 飼料作物の病気カラースライド集解説 45

53) 富永(1971 ) 農技研報告 C，25 : 197 

54) 山本(1959) 日菌報 2 (2) : 6 

55) 山本ら (1963)中国農試報告 A，9 136 

56) 吉田ら(1966)日植病報 32(2) : 106 

5η 村上ら(1970)北海道農試乗報 97 : 73 

23. クローパこうがい毛かび病

英名 Choanephora Rot 

病原菌 Cho伽 ephorαα刷 rbitα，rum(Berk. et Rav.) Thaxt. 

こうがい毛かぴ病は 1961年 7月から 8月にかけ，大分，鹿児島および佐賀県

農試で，試験栽培のラジノクローパに発見されたO 権病植物から分離した菌によ

る人工接種試験で，カボチャとレイシの花びら，アカクローパとテンサイの薬は

激しく侵されたが， ラジノクローノくには軽い反応が現われたに過ぎない。このと

とから，本菌はラジノクローパが夏の暑さで弱ったときに寄生し，そのためラジ
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ノクロ バの夏がれをひどくしているものと考察されたlL

文献

1)西原 C1968) 日菌報 9 (1): 38 

24. クローパ根頭腐敗病

英名 Crown Rot 

病原菌 F焔仰向作~ roseum Link emend. Snyd. et Hans. f. sp. 

ceγGαlis C Cke.) Snyd. et Hans. 

F. grarr日制arumSchwabe 

完全世代 GibbeγellαzeaeCSchw.) Petch. 

アカクローバやアルフアルファの成株根冠部の腐敗，それによる蘭芽不良に本

菌が関与する2，3)。マメ科牧草から分離した本菌は人工接種により，アカクローペ

アノレフアルファのほかエンバクおよびコムギの根または葉鞘に病徴を現わし，そ

れは 25ocより 150Cで激しく現われる。本菌の分化型は . Avenaceum' と同定
され，また接種したエンバクおよびコムギ上に完全世代(子嚢胞子)の形成が見

られる3)0

文献

。荒木 C1979 )植物防疫 33(3): 124 
2) 成田 C1977 )北海道における農作物病害 235

3) 佐藤・荒木 C1975) 日植病報 41 (3) : 266 

4) 佐藤・荒木(1976) 日植病報 42 (1): 97 

25. シロク口ーパ茎さび(銃)病

英名 Rust 

病原菌 Uγomyces fl ec tens Lagh. 
U. nerviyitilus CGrog.} Hoston 
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茎さぴ菌は 1006(明治 39)年，札幌で採集された記録のある菌で8iJ)わが国

で最も早く知られた牧草病原菌の一つである O 茎さび病の発生分布は，北海道で

は広く各地に見られる 4，12， 13 ，14， EJ 東~1:!'， 6，7，aJ，22)から中部山岳地帯勾)および，北陸地

方鼠，19)にも分布するが，茨城(西茨城郡友部町)ではきわめて軽微な発生を記録

されただけで21)，本病は主として寒冷地帯に分布する病害であることがうかがわれ

る。しかし九州英彦山で 1939年 10月に採集された記録があり1)，また千葉県南部

(嶺同種畜場)で 19ω 年 4月中旬，かなり激しい発生を認めた報告もある凶 fl)。西

日本の山岳地帯や，暖地でも冷涼期にはときに発生をみる。

茎さび病についての試験成績は，福島で刈取高さと発生との関係をみたととろ

低刈区が 0.6仇高刈区が 2-3%で，発生が少なくはっきりしないが高刈りがや

や多かったタ)。 また東北農試で単，混播による発生量の多少を試験したが，傾向

が年によって変動し，はっきりした結果が得られなかったといわれる6L

文献

。平塚(1952) 東京教育大農紀 50 

2) 平塚(1955 )植物鋳菌学研究 182，184，230

3) 平塚(1960 )琉球大農家政工学術報告 7 : 234 

4) 平塚(1973) 菌輩研報 10 : 41 

5)茨木・小野・佐藤 (1968)東北農業研究 10 :お2

6) 飯田・飯塚・高橋(1966)北日本病虫研会報 17 : 58 

η 飯田・高橋・飯塚(1969) 東北農試研報 37 : 4 

8) 伊藤 (1922)北大農紀 11 (4): 236 

9) 伊藤(1950 ) 日菌誌 2 (3): 104 

1ω 北島・梶原(1967)原色作物病害図説:必6

11) 向・西原(1975 )作物病虫害事典:ぁo

12) 成田(1959 )北海道立農試集報 4 : 60 

13) 成田 (1962)農薬の進歩 8 (3): 15 

14) 成田(1963) 植物防疫 17帥:必O

15) 成田(1977)北海道における農作物病害 240
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16) 西原(1960 )農業技術 15M): 447 

1η 西原 (1961)牧草の病害1 91 

18) 斉藤(19ω) 農業技術 15 (5): 205 

19) 斉藤・吉村(1962 )北陸病虫研会報 10 : 52 

20) 沢田(1952 )林試研究報告 57 : 43 

2D 菅原・渡部・村里(1966) 関東病虫研会報 13 : 78 

22) 富樫・大沼(1934) 盛岡高農学術報告 22 : 31 

23) 富永 (1971)農技研報告 C，25 : 197 

26. ク口ーパ茎割病(炭痘病，北方炭痘病〉

英名 Northern Anthracnose 

病原菌 Kabatiellαωul旬。γα(Ki rchn.) Karak. 

クローバ茎割病は 1939年 7月，北海道石狩支庁千歳村，網走支庁女満別町お

よび常目郡常呂村で採種用のアカクローバに発生したのが最初であるが，その被

害激甚で採種不能であったと報告された39)。 その後全道各地に広く分布すること

が知られ，現在石狩，北見，根室，宗谷地方で発生が目立つ1，7，1l，1ゐ31)。

本病菌は初め Gloeosporもum属に所属すると考えられていたので，病名を炭

痘病とされ，また英名を採って北方炭痘病と呼ぶひともあった。しかしその後本

菌が真の炭そ病菌でないとする意見が一般に支持され，学名が変えられた。さら

にわが国ではクローバに真の炭そ病菌による病害の発生も知られたO そのような

事情から病名を茎割病と改めることが提案さがめ，今日では一般にとの病名が使わ

れているO

茎割病は北海道のほか，東北地方でアカクローバに中程度の発生が報告されて

いる2)。 その他のクローバの自然感染はまれであるが，北海道でアルサイククロ

ノごとクリムソンクローパに認められたことがあり払叫また千葉市で 1960年5月

クリムソンクロ パに発生した一例が報告されている臼ぷ)。

茎割病菌の生理実験から出発しアカクローパの本病抵抗性を解析した佐久晶ヂ-31)

の一連の研究を要約すれば次のとおりである。
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本菌の王子生胞子は水滴中ではほとんど発芽せず，寄主体上あるいは寄主組織の

抽出液中でよく発芽する。そこでアカクローパ組織抽出液に含まれる発芽誘起物

質を調べたととろ，少なくとも 2種類の物質にその働きがあることが分かった。

この物質は発芽誘起ばかりでなく，発芽後の菌糸発育にも必須の因子であったの

でこの物質が本病抵抗性を左右する因子ではないかと思われたが，それは否定さ

れた。次にアカクローパの細胞から生成される 2種のファイトアレキシンの抗菌

力を調べたが，茎割病菌はこのファイ卜アレキシンを分解し無毒化した。

茎割病においては抵抗性個体に菌が侵入した際，菌糸の侵入部周辺組織にリグ

ニン層の形成は認められず，フェノール性物質の集積が認められる。このプェノ

ール性物質およびフェノーノレ酸化物は抗菌性物質としてではなく， アカクローパ

組織に含まれる分生胞子発芽誘起および菌糸生育物質を不活性化する。このこと

から茎割病における寄主の主要な抵抗反応は，細胞間際にある茎割病菌と寄主細

胞との聞で非親和性の情報が交換されたのち，菌糸の生育阻止作用として侵入部

位へのフェノール性物質の異常集積，これに続く酸化により菌糸生育物質の活性

が阻害され，その結果，侵入した茎割病菌の生育は停止する。このため，水浸状

進展型病斑を形成することなく黒褐色病斑にとどまるものと考えられる。

茎割病抵抗性検定における接種源の培養法，接種法が考案され，抵抗性の遺伝

様式が検討されている。それによれば，本病菌の胞子形成のための合成培地は次

の組成のものが最適である。

グルコース 10 '1 

アスパラギン 6 '1 

第一りん酸カリウム・ 12水塩 1.0 '1 

硫酸マグネシウム・ 7水塩 0.5 '1 

塩化カルシウム・ 2水塩 20一回mg

これを脱イオン水11..に溶かし， pHを6.0に補正する。 なおイースト粉末を

1∞ppm以上加えると形成はさらによくなる。約 20.Cで4日間振渥培養する31L
供試アカクローパは本葉2葉，接種胞子濃度 3X105/ rn.L， 20.Cの湿室に48

時間保ち，ガラス室(18-23.C)に移し， 10-12日後に調査する方法で品種間差

がよく検定された温L
以上の方法で検定した結果，供試品種の中ではレークランドが最も抵抗性でベ
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ンスコットは最も擢病性であった。この品種の強弱は幼苗接種でも闇場試験でも

よく対応した。また抵抗性および羅病性個体の交配実験によると，本病抵抗性は

2対の補足遺伝子に支配されている可能性が強U但，28，31，36刈。

アカクローバにおいては茎割病とさび病，および、茎割病と輪紋病の感受性程度

の聞にはかなり高い負の相闘が認められるので，茎割病抵抗性個体の選抜上問題

となる37{，

なお北海道において採集した茎割病菌株の中に病原性の異なる菌株がみられ，

菌糸の存在が報告されたが匂その後判，'3IJ寄主との対応を明瞭に群別することが困

難であるとし，これを病原性に分化をきたした菌株と呼ぶに止どめられた31)。

文献

。北海道農試牧草3研(1971 )北農 38(1): 5，7，17 

a 飯田・高橋・飯塚 (1969)東北農試研報 37 : 4 

3) 金子ら(1967 )日草誌 13 (3): 186 

4) 松本(1962) 日植病報 27 (5): 244 

5) 向・西原 (1975)作物病虫害事典 348

0 成田 (1940)北農 7 (紛:275 

η 成田 (1958)北海道立農試集報 2 : 47 

8) 成田(1961 )農業技術 16ω521 

9) 成田 (1962)農薬の進歩 8 (3): 16 

10) 成田(1963 )植物防疫 17帥 400

11) 成田(1964 )牧草と園芸 12 (4): 2 

12) 成田(1977)北海道における農作物病害 235，237，238

13) 西原(19ω) 日植病報 25 (5) : 218 

14)西原(1960)デ リィマン 10帥 25

15) 西原(1960 )農業技術 15帥 447

16) 西原(1961 )牧草の病害I: 22 

1η 酒井・島貫・佐久間(1968 ) 日植病報 34(5) :ぉ4

18) 佐久間・酒井(1966) 日植病報 32 (5): 311 
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19) 佐久間・酒井(1968) 日植病報 34 (3): 180 

20) 佐久間・島貫・酒井 (1968) 日植病報 34 (5): 364 

21) 佐久間・酒井(1969) 日植病報 35 (2): 106 

22) 佐久間・島貫・杉信(1~69 ) 日植病報 35 (5): 374 

23) 佐久間・島貫(1969) 日植病報 35 (5): 375 

24) 佐久間・島貫 (1969)北農 36帥 43

25) 佐久間・酒井(1970 )北海道農試案報 96 : 96 

2め佐久間・島貫・酒井(1970 )日草誌 16(1): 7 

2η 佐久間・島貫(1971) ，日植病報 36 (4): 250 

28) 佐久間・島貫・杉信(1973 ) 日草誌 19 (2): 242 

29) 佐久間 (1973) 日植病報 39 (2): 149 

3ω 佐久間(1973) 日植病報 39 (3): 212 

31) 佐久間 (1975)北海道農試研報 111 : 143 

32) 佐藤・酒井 (1966) 日植病報 32 (5): 310 

33) 佐藤・酒井(1967)北日本病虫研会報 18 : 64 

34) 佐藤・荒木(1975 ) 日植病報 41 (1): 125 

35) 島貫・佐久間仕切0) 日植病報 36 (5): 362 

36) 杉信・佐久間・真木(1974) 日草誌 20 (別号 2) :回

37) 杉信・佐久間・真木 (1975) 日草誌 21 (.5]IJ号 2) : 64 

38) 杉信ら(1976 ) 日草誌 22 (4): 231 

39) 田中・成田(1940)病虫雑 27 (4): 272， (5) :沼6

40) 富永 (1970)飼料作物の病気カラースライド集解説 54

41) 土屋・尾崎(1967 )北農 34帥 45

27. クローバ黒葉枯病

病原菌 Leptotγochila tバfolii Nari ta 

成田のは 1961年に北海道における牧草類の主要病害の発生状況と問題点を報

じた際最近赤クローバ， ときにラジノクローバ，アルサイククローパ，ルー
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ーサンなどに病原未同定の 1・種の病害(黒葉枯病と仮称)が発生し，葉の早期枯

死，生育不良を来して問題となっている。道東・道北部など冷涼多湿の地方で発

生が多い。 病斑上には蜜状分泌物が生ずる。不完全菌の 1種 (p，九，yllostictα

菌に近い)によるものであるが，速やかに病原の確認と防除対策を講ずる必要が

ある"と述べた。

その後北海道では鋭意，との病原の究明が行なわれ，病原と思われるP九yllosticta

sp. を分離し，それについて病菌の代謝毒素の研究12，s，14，15，16，17，18)や，病原性の

試艇2，2ゆなどが行なわれた。

しかしその後枯死した権病葉の上に子嚢盤を形成する菌がこの病原であること

が分かった。そしてこの菌はまだ記載されていない新種であるとしLeptotrochila

trifolμNari ta と命名された9)。 そして最初に病原とされた phyllostictα

sp.は本菌の柄胞子世代であるが，胞子は発芽力なく病原性を欠き，おそらく精

子時代と思われる9)。

本病菌の人工培地上における発育はきわめて緩慢で，子嚢盤を形成するまでに

150日を要する。子嚢盤形成には PDA培地で前培養したのち. オートミル寒天

(無糖)の培地へ移すのが最良であるがまだ完熟した子嚢胞子の形成に成功して

いない3))。

黒葉枯病は北海道でアカクローパに最も多いが，シロクローバ(含ラジノクロ

ーノミ)アルサイククローパおよびアルフアルファに発生が認められる4，29)。しかし

アカクローパの菌はアカクローパにのみ病原性を有し，アルサイククローバやシ

ロクローパおよびその他の植物に対して全く病原性がない。シロクローパの菌も

シロクローパにのみ病原性を有しアカクローパには病原性がなかったといわれる27L

黒葉枯病の北海道以外からの報告は 1件のみであるが，東北(盛岡)から関東

(浅間山)までかなり広い範囲の地帯でアカクローバに発生が認められていr.f1~。

なおアルフアルファ黒葉枯病はその後発生がみられないこと，また本菌がアカク

ローパ黒葉枯病菌と同ーか，アルフアルファ黄斑病菌といわれるものと同ーか決

定できないので除かれている 10)。

本病の発生の多い北海道標津郡中標津町で、の調査によれば，黒葉枯病菌は羅病

枯死した葉の上で5月末 7月末および9月初めの 3因子嚢盤の成熟がみられる。

本病の蔓延はそれと密接な関係がある。なお子嚢盤からの子嚢胞子の放出および
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その発芽は:l)-220Cで最もよく，これも圃場における蔓延と一致する26)。

文献

1) 北海道農試牧草 3研(1971)北農 38 (1) : 5，7，18 

2) 金子ら(1967 ) 日草誌 13 (3): 186 

3) 向・西原(1975 )作物病虫害事典 362

4) 成田 (1961)農業技術 16帥 522

5) 成田 (1962)農薬の進歩 8(3): 17 

6) 成田 (1963)植物防疫 17帥 400

η 成田 (1964)牧草と園芸 12(4): 2 

8) 成田(1964) 農薬の進歩 10(2) :口絵

9) 成田ら (1968) 日植病報 34(5): 363 

10) 成田C1977)北海道における農作物病害 235，238，240 

11) 西原(1976 ) 日草誌 22 (別号 1) 107 

12) 酒井・佐藤(1966) 日植病報 32 (5): 311 

1~り酒井ら( 1967 )日植病報 33 (2): 84 

14) 酒井ら (1967) 日植病報 33 (5): 350 

15) 酒井ら (1968) 日植病報 34 (3): 100 

16) 酒井ら(1969 ) 日植病認 35 (5): 385 

1η 酒井・佐藤・坂村(1970) 日植病報 36 (3): 153 

18) 酒井・坂村(1970 )化学と生物 8 (3): 189 

19) 佐藤ら(1968) 日植病報 34 (5): 363 

20) 佐藤・酒井 (1970)北海道農試案報 97 : 99 

21) 杉本ら(1973) 日植病報 39 (3): 192 

22) 富永(1970 )飼料作物の病気カラースライド集解説 57

23) 土屋・佐久間・成田(1966 )北日本病虫研会報 17:印

24) 土匡・尾崎(1967)北農 34倒 44，45，46

25) 土屋・成田・尾崎(1967 ) 日植病報 33(3) :白

26) 土屋・尾崎・成田(1968) 日植病報 34 (5): 363 
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2η 土尾・尾崎・成田(1969 ) 日植病報 35 (5): 374 

28) 土屋・尾崎・成田 (1970) 日植病報 36 (3): 167 

29) 土屋・尾崎・成田(1970 )北海道立農試集報 却 95

30) 土屋・尾崎(1971 ) 日植病報 37 (3): 1伺

28. ク口ーパ黒かび病

英名 Blackpatch 

病原菌 Rhizocton似 le仰minicolαGoughetE.S. Elliott 

黒かび病は 1957年 7月，千葉市長沼原町でストロベリークローパに発見され

たのが最初で，その後同所で1959年にアルサイククローパ. 1964年にはアカクロー

パに認められ，とくにアカクロ パでは被害が大きく，またストロベリークロー

パでは毎年発生が見られた。

本病はまた千葉県外でも認められ，長野県ではアルサイククローパ(19ω 年)

とアカクローパ(1970年)，山梨県ではアルサイグクローパ(1964年)，群馬県では

アカクローパ(1967 ， 1972年)，栃木県ではサブクローパ(1962年).岩手県では

1965年にクリムソンクローパ，アカクローパ，アルサイククローパ， ホワイト

スイートクローバおよびクワクサと思われる野草に発生が認められ 1972年に

は再びアカクロ パに発生が認められた。これらのうち被害の最も激しく現われ

ていたのはアカクローパとストロベリークローパであるO しかし発生例はアルサ

イククローパに最も多い2，9，1l，J4，の。そのほか北海道めでもアルサイククローパとラ

ジノクローパに黒かび病らしいものが見られたが確認に至らなかったようで、ある。

人工接種によれば本病菌はわが国ではレンゲ，エジプチアンクローパ，パーク

ロ パに，外国ではアルフアルファ，ダイズ，ササゲ，クズ，青花ルーピンなど

各種の植物を侵す。感染は 27-30
0

Cで最も強く起こるのでわが国では温暖地及

び暖地で警戒を要する9j

黒かび病は米国ケンタッキ 州で1933年に記録されたのが最初で，以来近隣諸

州にも認められ， とくにアカクローパの採種病害として注目されていたO その後

これらの地方でみられる家畜の流挺症は黒かぴ病に汚染された牧草とくにアカ

クローパによることがつきとめられたO これは日本でも追試によって確かめられ今
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当時群馬県など北関東で発生していたウシの流挺症はアカクロ一ノパミの黒かびび
、

病によるものと推察された1山Zムω，ρ3

黒かびぴ、病菌に含まれ流誕症を起困するマイコトキシンはスラフラミン(ωslaframine吋) 

であるとされているli

文

1) 

2) 

め

4) 

5) 。
η 

8) 

9) 

10) 

11) 

12) 

13) 

14) 

15) 

16) 

1η 

献

井沢ら(1971 )農林省畜試研報 24 : 59 

井沢(1973 )畜産の研究 27ω63 

河村(1967)農薬研究 13任):69 

北島・梶原(1967 )原色作物病害図説:必8

水野ら(1973 ) 日植病報 39(2): 1臼

向・西原 (1975)作物病虫害事典:ぉo

中野(1966 )牧草と園芸 14(7): 14 

成田(1963 )植物防疫 17帥 400

西原(1961 )牧草の病害 1 鉛

西原(1962 )農薬 9 (5):口絵

西原(1965 ) 日草誌 11 (3): 186 

但見(1965 ) 日草誌 11 (3): 188 

但見ら(1969) 日草誌 15(1):86 

富永(1962) 日菌報 4 (1): 15 

富永(1965 )植物防疫 19ω: 468 

富永 (1970)飼料作物の病気カラースライド集解説:52 

富永(1971 )農技研報告 c，25 : 197 

29. クローバ紫赦羽病

英名 Violet Root Rot 

病原菌 Helicobasidium momjn N. Tanaka. 

紫紋羽病はアルフアルファで被害が多いが，その発生地ではときにアカクロー

パやシロクローパにも発生を見ることがある 1，2，3)。
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〔附記〕 紫紋羽病に関しては次の文献がある。

伊藤一雄(1949 )紫紋羽病に関する研究.林試研報 43: 1一123. (英文)

鈴木直治・笠井久三・山崎保子・荒木隆男・豊田栄・高梨友子(1957 ) 

甘藷紫紋羽病に関する研究.農技研報告 C，8: 1ー 173.

文献

1) 北海道農試牧草3研(1971 )北農 38 (1):図版V

2) 成田(1977 )北海道における農作物病害 235，240

3) 新留(1970)鹿児烏農試創立初年記念報告 238

30. ク口ーパ根腐病

病原菌 (a)， Fωα，rium sol伽 i(Mart.) Appel et Wr. 

(b). Rhizoct叩ぬ solaniK追加

Rhizoctan仰 sol仰もによるアカクローバの根腐病は 1954年に北陸地方で認

められ報告された5叫また北海道。では本病によるアカクローパの苗の立枯れが古く

から知られている。

暖地におけるマメ科牧草，とくにラジノクローバの夏がれの原因をその根の生

理，生態的な面から解明しようとして研究が行なわれ，その結果，暖地における

ラジノクローバやアカクローパの株枯れはその主根が腐るためであることが分か

ったO 根腐れは根全体に起こるのでなく，最初は冠部から 5-10佃の部分で発生

し，次第にその下方に及んでゆくのが見られる。刈取回数が多いほど重症となる。

とくにアカクローパがひど、い。との被害部から Mizoct叩旬 solaniが分離され

接種により病徴が再現される。殺菌，殺虫剤施用による根腐れ防除効果がみられ

る。これらの実験結果から，根腐れは R.solaniによって起こるもので， ときに

土壌害虫による加害がその誘因となっている可能性もある 8，9，10)。

次に北海道のとくに火山灰土壌草地のアカクローパとアルフアルファの根腐れ

を起因する FusαT句作Zのうち F.solα叫によるものも根腐病とされるめ。
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Fusαγiumは根腐症状を起こした根の外部および内部組織のいずれからも検出

されるが.Rhizoctan仰は外部組織からだけ検出され深部に到達していないとい

われる1)。 しかし肉眼での区別は今のところ困難であるので，ともに根腐病と呼

ばれている。

アカクローパおよびアルフアルファの根腐病を起こす Fus防御m solaniには

現在少なくとも二つ以上の分化型が存在することが分かっているが7¥ その分化

型の同定結果はまだ報告されていない。

文献

1) 荒木・佐藤・島貫(1970) 日植病報 36(5): 362 

a 荒木・佐藤(1973 ) 日植病報 39 (2): 154 
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31.. ク口ーパ汚斑病

英名 Leaf SpoL Curvularia Leaf B 1 ight 

病原菌 CUr1JUlαγ句 trifolii (Kauff.) Boed. 

Br，αchyspoγ叩竹ttrifolii Kauff. 

1952年8月.松浦19)は京都大学実験農場に発生したシロクローパおよびアカ

クローバの病害について，逸見武雄教授の指導のもとに調査し， その病原を

Brachyspor似mt行folii と同定するとともに病名を汚斑病と名付けて報告し
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た。

1950年代に入りシロクローバの多収穫品種としてラジノクローパが急速に普

及したが，それに伴って本病も広がり，各地でその被害が重視された。北海道で

は本病の分布が認められないといわれていたが 1970年には帯広で発生が認め

られ定着した模様である24
汚斑病はシロクローバとくにラジノクローパに発生が多いが，アカクローパに

も各地に発生をみている。そのほか北陸，千葉，山梨ではしばしばアルサイクク

ローバに発生が認められ，またクリムソンクローパとサブクロ パにもときに自

然発生が報告されている31が，38)0さらに人口接種によりレンゲは強い感受性を示し，

エジプチアンクローパ，パークローパ，キバナルーピンも感染する31，50)。なお

松浦20)はシロクローパとアカクローパの汚斑病には本病菌以外にいま 1穫の

Brac均'spor叫悦属菌によるものがあると予報したが詳報を見ない。

汚斑病はとくにシロ(ラジノ)クローパに多く，激しく発生すると焼けただれ

たように見えるほどで，草の生産に及ぼす影響は大きく，権病程度が進むに従っ

て草丈，葉長，生草重は減少し，とくに擢病程度が"重"または"甚"になると生

草重，乾物重の減少がはなはだしい。 1例によれば，少発生区(擢病葉率 18.8%) 

に比べ多発生区(同 61.2 % )の生草重は 15.6%の減少が見られる50L

また汚斑病による化学成分の変化について調査されたところによると，権病程

度が進むに従って主要飼料成分が減少するが，なかでも粗蛋白質の減少は著しu、
これと反対にリグニン，繊維，粗珪酸， とくにリグニンの増加が著しく，飼料と

しての品質の低下をきたす9，:()，ll，田L

汚斑病菌のう子生胞子の発芽は 15ocから 37.50Cの範囲内で行なわれ， 最適温度

は;{)oC，菌糸は 150Cから 350Cで発育し最適は 270Cである。胞子の発芽や菌糸

の伸長に光線は殆んど影響がない47，50)。

汚斑病菌によるシロクロ}パの感染は 15
0Cから 38oCの範囲内でみられ， 25-

30
0

Cで最も激しい感染が起こる。菌の侵入は暗黒処理で促進され，また空気湿度

や土壌湿度の高い場合に被害度が高まる傾向がある7，m)。

シロクロ パの幼苗期における発病は本棄が 7-8枚に達するまでは生育が進

むにしたがって激しくなる。成長した株においては，葉は展開後 10日以内まで

は発病が少なく，それ以後は増加し 20日ごろまではかなり多いが， それ以後の
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ものでは発病が少なくなる。すなわち，大まかにいって古い葉より若い葉に発

病が多い傾向がある。このことは本病においては刈取りを早目にして新葉を再生

させて回避するのは困難であることを示している7，50)。

汚斑病菌は気孔侵入を行なう。角皮侵入も疑いがあるが確認にいたっていない。

種子伝染は認められないO 盛岡の野外において，本病菌は菌糸および分生組子の

状態で越冬可能であるが地表面に接した被害葉では越冬できなけ0)。

本病抵抗性の幼苗検定を行なう際の人工接種法は，試験の結果，ツイーン20の

0.1 %液に， 5.子生胞子を 10x却の 1視野に 50個となるように懸濁し，シロク

ローバの子葉ないし 2葉期に噴霧接種する方法で， 95%の個体が感染する結果が

得られ，この方法で選抜すれば効果的であると報告されだOL

汚斑病に対する感受性はシロクロ}ノミのコモンタイプのものよりラジノタイプ

のものが大きい傾向がある。東北農試に各地から集められたシロクローバのクロ

ーン聞には本病に対する感受性の相違がみられたが，その差は大きくはなかった。

しかしその中に高度抵抗性の個体があった50)。

シロクローパの育種試験は東北農試(盛岡)および茨城畜試(友部)で行なわ

れているが，すでに本病に対する抵抗性をねらいとして選抜を加えた品種「キタ

オオハ」の育成に成功していと子生

本病の薬剤による防除について福島でアカクローバについて行なわれた試験で

はダイセーン600倍，オーソサイト 500倍およびロダン粉剤800~/a 散布の効

果が高かった5)0
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32. アカク口ーノ七 クリムソンクローパ輪紋病〈斑点病〉

英名 Leaf Spot， Ring Spot 

病原菌 ste竹tp，均1切符t sarct悌 efo作ne (Cav.) Wilts. 

Macγosporぬ，m sαrcinωfome Cav. 

アカクロ パ輪紋病は斑点病の名でわが国で、も早くから知られていた4h 1950 

年代に入って行なわれた牧草病害発生調査においては，その特徴のある病斑もあ

ずかつて注目され，被害も大きいことが報告された。本病は成田助により輪紋病

と改称され，また病原菌の学名の変遷などの解説が行なわれた。
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本病菌は野外の自然条件下ではアカクローパにのみ発生するとされていたが，

1960年8月，千葉県印旗郡富里村，千葉県総合種畜場において発生したクリムソ

ンクローパの棄の病斑はこの菌によるものと同定された30Lクリムソンクローパ

輪紋病はその後北海ぜ4，43)で、も認められている。

その他の植物には今のところ自然感染は報告されていないが，アカクローバ菌

を人工接種すればシロクローバ，アノレサイククローバをはじめ各種のTrifol句作も

属，スイートクローバ，アルフアルファ，レンゲなどが感染し， レンゲとエジプ

チアンクローパはかなりひどく侵される九ωLクリムソンクローパ菌も大体それ
と同様な寄生性を示すが，両菌には温度反応、や培地上での菌叢の形状に若干の違

いが認められる 27，羽L
アカクローパ輪紋病の季節的発生消長については，多くのひとが発生調査報告

に記載しているが，いずれもメモ程度である。小宮・渡辺・鳥倉16，17)は富士山麓

(標高 800m)において 1960年から 1963年にわたり，本病の季節および年次の発

生消長を記録している。それによれば 19伺年の初発生は 7月中旬で， 以後 11

月まで認められたが，最盛期の 9-10月の発病率は 50%であったO これに対し最

も発生の多かった 1961年は 6月中旬に初発生が見られ， 8-9月の最盛期の発病

率は 80-90%に達した。

アカクローパ輪紋病菌の胞子発芽に及ぼす紫外線の影響について試験が行なわ

れた。それによると 10介閉までは照射により発芽促進しそれを過ぎると抑制さ

れるが2時間までは影響は軽い。寒天の基質内に閉じ込めた胞子では 4時間照射

してもあまり影響を受けないえ またアカクローパ輪紋病菌の胞子発芽に対する

各種殺菌剤の効力の試験が行なわれ，クロン，メランおよびPMFがすぐれ，ダイ

セーンは劣ったと報告されている2L
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33. シロクローパ輪紋病

英名 Stemphyliurn Leaf Spot 

病原菌 stemダ/，yliumtパfolii Graham 

シロクローパ(ラジノクローパ)を侵す Stemphyl句作b属菌の新種 S.tパ-

folμ が米国から報告されたのは 1957年であるが，その翌年の 5月には同菌に

よるシロクローパの病害が千葉県香取郡東庄町および千葉市都町千葉県農試で発

見されたm，BL その後，多くのひとびとの調査により本病は北海道ム9，24) 東~tl ，2， l1!，

北陸Hム1そ関東東山6，2)，21.，23)，四国のおよび九州、|的に発生していることが分かった。

本病の季節的な発生消長は発生調査と共に報告されているが，早春から発生す

る場合があると述べているものや1l)， 8-10月に発生し最盛は 9月とされている

場合同があり一定しない。本州では大体5月から梅雨期が発生の多い時期で，こ

れはシロクローパの最も生長の速い季節と一致するので被害は大きく見えないの

ではないかと思われる。

本病菌の人工接種によ Pレンゲに明らかな反応を示し病斑を形成するが.アカ

クローパ，スイートクローパおよびアルファルブァは感染しない叫ゆ。
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34. アカクローパさび(鋳〉病

英名 Rust 

病原菌 Uγomyces fallens (Desm.) Kern 

アカクローパのさび病は 1945年 9月，札幌で採集されたのが，わが国におけ
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る初発見で，その翌年には北海道内各地に広く発生が認められ 1947年には長

野県上伊那郡でも発生したといわれる8，18)。 本病は現在九州と沖縄を除き本邦各

地に分布し，アカクロ パの重要病害のーっとされている。北海道では近年道北

地方で局地的に大発生ーがあったといわれる4)。

アカクローバのさび病菌とシロクローバの棄さび病菌とは形態が近似している

ため，その所属はそれまでさまざまな混乱があったが，村山1aIおよび伊藤・村山@

の研究により，アカクローパさび病菌とシロクローパさび病菌の形態および寄生

性の相違が明確にされ，アカクローバさび病菌の学名にはUr仰 ψcesfall e7lSを

当てるのが妥当でるあるとされた。

その後北海道では U.fall e7ISによるクリムソンクローバ，およびサブクロー

バのさび病の自然発生が認められている23mL

アカクローパの国内向け品種の育種に当たっては当初から耐病性に重点がおか

れており，北海道農試におけるアカクローパ品種の育種においては各種の病害に

強い北海道在来種が母材のーっとして用いられの， その結果，さび病に抵抗性を

有するサッポロ(アカクローバ農林1号， 1966年登録)が育成された子。。 また未登

録ではあるが雪印種苗株式会社により育成されたアカクローパの品種ハミドリも

さぴ病に対し高度の耐病性を有しているのが認められた.kJ，17出)。
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41) 高桑・加藤(1960 ) 日植病報 25 (5): 233 

42) 富樫(1940 )植及動 8(1):179 

43) 富永(1971)農技研報告 C，25 : 197 

44) 山本ら (1963)中国農試報告 A，9 : 136 

35. アルサイクタローパさび(鋳〉病

英名 Rust 

病原菌 Ur仰九νces 旬bridiW. H. Davi s 
Ur仰 νces t吋folii(Hedw.f.)L~v. var.ゆ γ悩
(W. H. Davis) Arth. 

アルサイククローパさぴ病は 1963年 6月，北海道枝幸郡浜頓別町天北農試で

発見され，翌年には広く宗谷支庁管門各町村のみならず，天塩郡天塩町，札幌市

などにも分布していることが分かった。その後北海道では十勝，根室地方でも多

発例がある。本病による被害はきわめて大きいといわれる2，3)。

北海道以外では 1973年7月，青森県上北郡野辺地町青森畜試，同 8月，秋田

県由利郡象潟町鳥海山麓牧野，同 9月群馬県吾妻郡長野原町県営浅間牧場でいず

れも中程度の発生が認められが)。

アルサイククローパさぴ菌の夏胞子の発芽は 10Cでもかなりよいが， 15-20 

℃で旺盛に， 25"Cでは不良となる。 銃胞子による人工接種で本菌はアルサイク

クローパのほかサブクローパが感受性，ときに抵抗性を示し，クリムソンクロー

パは抵抗性，ときに高度抵抗性で，アカクローパ，シロクローパ，エジプチアン

クローノ九パーズブートトレフォイノレ，ホワイトスイートクローノミ，アルファル

ファ，レンゲは免疫性または高度抵抗性を示した2)0
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1) 村山(1948) 日植病報 13 (1・ 2): 47 

2) 成田・五十嵐・子安(1965 )北日本病虫研会報 16 : 42 

140 -



3) 成田(1977)北海道における農作物病害 238

4) 杉本ら(1973 ) 日植病報 39 (3): 192 

36. ク口ーパ白絹病

英名 Southern Blight 

病原菌 (a).Sclerot叩悦 rolfs“Sacc.
完全世代 Cortic句作L rolfsii Curzi 

(b).Sclerotium delp九叩iiWelch 

クローパの白絹病がわが国に発生することは戦前から知られていたがめ，それが

一般の関心を呼ぶようになったのは，戦後暖地の耕地内草地にまでクローベとくにシ

ロクローパの品種ラジノ，通称ラジノクローパが普及し，これに激甚な被害がE尉つれて

からである36，37)。これらの地帯ではシロクローパの導入当初から，その夏がれが

問題となったO 初めこの夏がれは高温と乾燥による生理的なものと考えられてい

たが，のち病害がその主因または大きな誘因をなしていることが明らかにされた。

そしてクローパでは葉腐病と，この白絹病が病原と考えられた :12，14，16，17，19;2B;z.9;n~丑β2;B;Ð!ß。

とくに南九州では標高 700m 以上の高冷地を除いて白絹病が発生し，その地域の

シロクローパ夏がれの主因の全部または殆どが白絹病であると報告されている28，29)c

白絹病菌はきわめて多犯性で各種の草材笹物ばかりでなくクワ， ミツマタなど木本植

物にも発生する。クローパではシロクローパに最も多く見られ，ストロベリークロ

ーバ，アルサイククローバ，およびアカクローパに発生する。アカクローパでは

発生がまれであると報告されているが38).典型的病徴を示さないで枯死した株か

らも，かなりの率で白絹病菌が分離されており，被害は案外多いのではないかと

思われているめ。

白絹病菌は一般に Sclerot印悦 γolfsiiによって起こるが，中にはsclerotiwη

delphiniiによって起とるものがあり，北陸地方のラジノクローバではむしろこ

の方が高い比率で分離されたといわれる45)。この両菌は病徴からは区別は困難で

あるが，S. delphiniiは普通の植物煎汁寒天培地上で，大型の，赤味の強いでこ

ぼこの多い菌核を作ること，完全世代(担子胞子)を作らないことなどの相違が
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あり今のところ別種とされている5)。

白絹病はダイズ，タバコ，野菜などを作った畑から転換した牧草畑に発生する

例が多く，開墾して聞もない畑に出ることは少ない。水田から転換した牧草畑に

はときに激しく発生することがある 12，16ρ，23，25，38μAHL白絹病菌の菌核は水田状態

では 10ー15日間で死滅するので，転換畑の白絹病の病原は畦畔の雑草などに生

じた菌核の侵入によるものと推察されるおL濯i飯水中にも本菌の菌核が見られる
ので，もし濯1観すればそれによる侵入もあり得るし，圃場内の転移も纏瓶水や雨

水で行なわれることが多いと思われと}6)0

アルフアルファでは石灰を多く施し土性を変えることにより白絹病が防除され

たと報告されている47L シロクローバに応用した報告はないが試みてみる必要が
ある(アルフアルファ白絹病の項参照〕。

クローパの品種や系統の間で白絹病に対する擢病程度が異なるか否かというこ

とはまだ明らかにされていないが，近年シロクローパについてその研究が始めら

れが0)。

クロ パ白絹病の薬剤防除については，茨木・徳永.9)や古井丸・安部お)が試験

を行ないソイルシン，ルベロン粉剤など水銀剤の効果を認めていたが，散布され

た農薬中の水銀が飼料に残留し，それが家畜を通して肉や乳汁へ移行する危険も

あり55，56)，安全な農薬の探索が望まれた。そのころ海外で開発されたPCNB(ベ

ンタクロロニトロベンゼン)が注目され，各地でクローバ白絹病防除効果が試験

されたお，29点。1，53)。 木谷・国安・夏目16)の成績によれば， PCNBは 20%粉剤を

lOa当たり 7目5K9とし 6月から 8月の聞に刈取り直後2回散布で，薬害なく，高

い防除効果が得られる。なお散布は圃場に均一にせず，発生初期にその部分をね

らって散布するなど工夫して防除費を下げることを検討することが必要であろう

と示唆している。

白絹病菌の天敵菌であるトリコデ〉レマ (Trichode作ηι liC/r九orum(Tode)Harz)を

用いてクローバ白絹病防除試験が行なわれ，静岡では 3.3m2当たりトリコデルマ生

菌剤uc生胞子を 1'1中に 5億個以上含有)50 '1をふすまで 10倍に増量して施用
し，直ちに 61-の水を散布したものは， PCNB粉剤区よりは劣るが，かなり高い

防除効果をあげたと報告されている，19)0 しかし四国的と鹿児島証)ではトリコデル

マ生菌剤の効果は認められなかったといわれ，その原因は白絹病蔓延時のシロク
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ローバ草地の高温がトリコデルマの抗菌力を阻害するためではないかと考えられ

ている16)。
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37. ク口ーパ白紋羽病

英名 Whi te Root Rot 

病原菌 Rosell如何 neωt1・4匁 CHartig) B er 1. 

渡辺1)によってシロクローパが新たに本菌の寄主植物とされた。

文献

1)渡辺 C1963) 技術会議事務局指定試験(病虫害) 3: 5 

38. ク口ーパそばかす病〈黒点病，スフエルリナ斑点病〉

英名 Peppρr Spot 

病原菌 Leptosp加eruli協けがoliiCRostr.) Petr. 

ニ pseudopleαt行foliiCRostr.) Petr. 

== 5卸ρ加e1‘1叫1

1939年夏，田中・成田45)は北海道胆振国苫小牧町のシロクローパ(ラジノ).

および北見国端野村のアカクローバに S〆ωe1・uli協 tパfoliiによる病害の発生
を認め，スフェルリナ斑点病と名付けてその性状を記述した。戦前においてはこれ

がわが国における唯一の記録であるが，戦後はクローパ病害の発生調査で本病の

発生を掲げないところはなく，またその被害も大きいと報じたところが多い。シ

ロクローパの被害が最も注目されるが，アカクローパに大きいという報告もある3.7，ll)。

そのほかアルサイク，クリムソン，サフ，エジブチアン， ローズ，ストロベリー

クローパにも発生が認められていと，21，23，28，叫本病の病斑はシロクローパやスト

ロベリークロ}パでは典型的な黒点状となることが多く黒点病と呼ばれたととも
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あるが，アカクローパで、は褐点になることが多く，また病斑はしばしば拡大して

点状とならない場合があり，そばかす病と改称されだ号)。

クローバのそばかす病菌とアルフアルファのそばかす病菌とは同種とされていた

が最近はそれを別種とする意見が一般に支持されている。

そばかす病菌は子嚢世代のみが知られていて，分生胞子世代は見つかっていな

い。人工培地上において 20oc付近でよく生育するが 30ocでは殆ど伸びない。人
工培地上で完熟した子嚢胞子ができにく U手8)。そのこともあって本菌の生理・生

態に関する知見は乏しい。

クローパのそばかす病は冷涼多湿の気候のもとで蔓延する。南九州の平担部で

は1-2月に激しい蔓延が見られたことがある280 南関東では 2月下旬から 3月

上旬にかけて激しく発生する。とくに遅い雪が融けたあとは最も激しいとされる

場合と 28)，16.5-20
oCのときに広がると報告されている場合42)があり一定しない

ようであるが，多湿時に最も蔓延するという点では各地とも大体一致しており，本

病の蔓延は水湿との関係が深いように見える。

そばかす病によるラジノクローバの被害を見るため，野外で殺菌剤を散布して

防除したものと，人工接種して発病を促進させた区を設けて比較した試験によれ

ば，懐病葉率は 1，2番草刈取時，どちらも 100%近くで差はないが，刈取りによ

る生草収量で接種区は 15一20%の減収を示した。 この試験において，本病によ

る被害は春 (6月上旬)の蔓延期に新生小葉が侵されて萎縮し生育が一時停滞する

ため，それによる影響が減収の要因となったものと考えられているlせ

栽清管理法とそばかす病発生との関係について試験されたところによれば，ラ

ジノグローパは，単播やアカクローパとの混播よりも オーチヤードグラスとの混播

の方が発生が少なくなる5，6L しかし混播でも刈遅れると，単播よりも発生が多
くなる傾向がみられる39L

文献

1) 葵・内村(1962 )九州農業研究 24 155 

a橋本・関沢(1962 )北日本病虫研会報 13 : 73 
3) 北海道農試牧草3研(1971 )北農 38(1) : 5 
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4) 茨木・徳永・遠藤(1963) 北日本病虫研会報 14 : 62 

5) 茨木・小野・佐藤(1968 )東北農業研究 10 : 282 

6) 飯田・飯塚・高橋 (1966)北日本病虫研会報 17 : 58 

η 飯田・高橋・飯塚(1969 )東北農試研報 37 : 4 

8) 北島・梶原(1967) 原色作物病害図説 396

9) 木谷(1963) 植物防疫 17帥 408

10) 木谷・国安(1970)四国農試報告 22 : 121，125 

11) 小宮・渡辺(1961 )明治大農研報 12 : 45 

12) 小宮・渡辺・鳥倉(19臼)北日本病虫研会報 15 : 68 

13) 小宮ら(1966) 明治大学科研紀要 5 : 237 

14) 向・西原(1975) 作物病虫害事典 352

15) 村里ら(1964 ) 日草誌 10(1): 54 

16) 村里・小島・菅原 (1969) 日草誌 15 (1): 86 

1η 成田(1959) 北海道立農試集報 4 58 ，62 

18) 中田・杉山・松本(1979 )山口農試研報 31 : 135 

19) 成田(1961 )農業技術 16ω522 

20) 成田 (1962)農薬の進歩 8 (3): 16 

21) 成田 (1963)植物防疫 17帥:400 

22) 成田 (1964)牧草と園芸 12(4): 3 

23) 成田(1977 )北海道における農作物病害 235，238，239，240，241

24) 西原 (1959) 日植病報 24 (1): 40 

25) 西原(1959)農薬 6 (1): 59 

26) 西原(19ω) 農業技術 15 (H) :必7

2η 西原 (1960) デーリィマン 10 (5) : 29 

28) 西原 (1961)牧草の病害 1: 43 

29) 西原 (1962)農薬 9 (5) :口絵

30) 西原 (1963)植物防疫 17帥 391

31) 西原 (1965)畜産コンサルタント 1 (4): 42 

32) 西原・吉村(1970 )飼料作物病虫害の診断と防ぎ方1: 2 

33) 斉藤(1954)植物防疫 8帥 479
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34) 斉藤(1956 )北陸病虫研会報 4 : 52 

35) 斉藤(1960)農業技術 15 (5): 204 

36) 斉藤(1961 ) 日植病報 26 (5): 240 

3η 斉藤・吉村(1962 )北陸病虫研会報 10 : 52 

38) 斉藤・吉村 C1963 )北陸病虫研会報 11 : 47 

39) 関沢・橋本 C1964 )北日本病虫研会報 15 : 65 

40) 菅原・渡部・村里 C1966) 関東病虫研会報 13 : 78 

41) 菅原・村里 C1967 ) 日植病報 33 (5): 314 

42) 菅原ら(1967 )関東病虫研会報 14 : 53 

43) 菅原ら(1968)関東病虫研会報 15 : 69 

44) 高橋・飯塚・飯田 C1963 )北日本病虫研会報 14 :ω 

45) 田中・成田(1940 )病虫雑 27 (5): 331 

46) 寺中ら(1969 )九州病虫研会報 15 : 19 

4η 富樫(1940)植及動 8(1): 179 

48) 富永(1970)飼料作物の病気カラースライド集解説:46 

49) 富永(1971)農技研報告 C，25 : 196，197 

50) 土屋・尾崎(1967)北農 34ω44，45 

51) 山本ら C1963) 中国農試報告 A，9 : 136 

52) 吉原・西原(19回)長野県における牧草生育障害の実態 14

39. クローパ炭腐病

英名 Char.coal Rot 

病原菌 Sclerot句作L batαticola Taub. 

柄胞子世代 .Macrop，伽m'//Ilαp加seoli CMaubl.) Ashby 

炭腐病菌はわが国でとくに暖地に広く分布しダイズ，アズキ，サツマイそその

他の畑作物から林木の苗にまで発生して被害を及ぼしている。この病菌によるク

ローパの被害は 1959年8月，島根県大田市中国農試畜産部圃場でシロクローパ

に認められたみ6)。 また 1969年秋，宮城県加美郡小野田町薬莱山麓の草地で140
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haのラジノクローノミに炭腐病が発生し，そのうち 70haは枯死したと伝えられる3)
なお北海道でもシロクローバに菌核病の 1種が認められ，病状から炭腐病と思わ

れたがPこれは病菌に疑問があるとされてい.:&1 そのほか熊本でシロクローパ，
愛知でアカクローバに軽微な発生が認められ~)またポット栽培のシロクローパ，

アカクローパ，パーズブートトレフボイルにも発生が報告されてい 936
炭腐病の発生は高温，乾燥が誘因となり，やせ地に発生が多い病害であるので

肥精管理をよくすれば発生が防止できるd)

文献

1) 成田(1977 )北海道における農作物病害:240 

a 西原 (1958)千葉農試研報 3 : 97 

3) 西原(19ω) 日植病報 25 (1) : 49 

4) 西原 (1960)農業技術 15帥 447

5) 西原(1960 )デーリィマン 10 UO: 24 

@ 西原(1961 )牧草の病害 1 11 

η 佐久間ら(1967) 日植病報 33 (5): 349 

8 柚木・小林(1970)東北農試だより 2 : 2 

40. ク口ーパすす〈煤〉点病

英名 Sooty Blotch 

病原菌 polythrinc句作t trifolii S chm. et Kunze 

子嚢世代 Cymαdotheα trifolii (Pers. ex Fr.) Wolf 

クローバすす点病は，わが国では 1934年に札幌市外琴似村でアカクローパに

発見され，煤点病と名付けて記録されたのが最初といわれるぜ) シロクローパで

は 1950年 7月，福岡県筑紫郡二日市町で香月@により採集されたのが最も古い

記録である。その後. 1950年代に入ってからはかが国の各地で次々と発見され，

現在その王子布は全国に及んでいる。
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すす点病は野生のシロクロ バに最も頻繁に発見されるが，寒冷地または高冷

地では牧草畑のアカクローバに大きな被害が現われており，またこれらの地方の

一部では牧草地のラジノクローパ，アルサイククローパ，クリムソンクローバお

よびストロベリークローパにも発生が認められている23，39)。

本菌の人工培養はこれまで多くのひとびとによって試みられたと思われるが，

それに成功した者は近年までなかったO ところが 1956年に内藤16)はシログロー

パからの材料により培養に成功したと報告した。しかしその分離菌株は培地上で

胞子を形成せず，またシログローバへの病原性も確かめていないといわれる。本

菌の分生胞子は水滴中では殆ど発芽しないので，その生理・生態については殆ど

明らかにされないままである。

なお紹介文献によれば，すす点病に侵されたグローバを給与するとウマが病気

になるといわれているO との病気はきわめて急性で，突然に起こり，経過もきわ

めて速い。乱心と狂操ののち 死は多く脳卒中様に来る。この病気は特定条件下

でのみ起こるが，給餌試験は必ずしも一致せず，ある場合はウマに羅病クローパ

を与えても発病を見ないこともある。ウシでは催病クローバを与えて無発病と発

病とあり，この発病を左右する条件は十分に解明されていないが，すす点病に侵

されたクロ パを飼料とするときは慎重を期さねばならぬといわれている7L

文献

1) 葵・内村(1962 )九州農業研究 24 155 

2) 橋本・関沢(1962 )北日本病虫研会報 13 : 73 

3) 北海道農試牧草3研(1971 )北農 38 (1): 6 

4) 茨木・徳永・遠藤(1963) 北日本病虫研会報 14 : 62 

5) 飯田・高橋・飯塚(1969) 東北農試研報 37 : 4 

6) 香月(1950)九州農業研究 7 : 75 

7) 河村(1967 )農薬研究 13(4): 69 

8) 北島・梶原(1967 )原色作物病害図説 398

9) 木谷・国安(1970 )四国農試報告 22 : 123 

10) 小宮・渡辺(1961 )明治大農研報 12 : 45 
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1D 小宮・渡辺・鳥倉(1964 )北日本病虫研会報 15 : 68 

12) 小宮ら(1966 ) 明治大学研紀要 5 : 237 

13) 三浦 (1957)秋田農試報告 8 : 57 

14) 三浦 (1962)秋田農試報告 13 16 

15) 向・西原(1975 )作物病虫害事典 356

16) 内藤 (1956)四国農業研究 1 : 60 

1η 成田(1958 )北海道立農試集報 2 : 49 

1⑦成田 (1959)北海道立農試集報 4 :包

19) 成田(1961 )農業技術 16ω522 

20) 成田 (1962)農薬の進歩 8 (3): 15 

21)成田 C1963 )植物防疫 17帥 400

22) 成田(1964)牧草と園芸 12 (4): 3 

23) 成田 (1977)北海道における農作物病害 236，238，239，240，241

24) 西原(1959) 日植病報 24 (1): 40 

?5) 西原(1960 )農業技術 15帥 448

26) 西原(1961 )牧草の病害 1 31 

2η 西原(1970 )飼料作物の病虫害の診断と防ぎ方 1 4 

28) 西原(1976) 日草誌 22(別号 1) : 107 

29) 斉藤(1954) 植物防疫 8ω: 477 

30) 斉藤(1956 )北陸病虫研会報 4 : 52 

31) 斉藤・小野(1957 )畜産の研究 11 (1): 183 

32) 斉藤(1960 )農業技術 15 (5): 204 

33) 斉藤・吉村(1962 )北陸病虫研会報 10 : 52 

34) 菅原・渡部・村里(1966) 関東病虫研会報 13 : 78 

35) 菅原ら (1967)関東病虫研会報 14 : 53 

36) 菅原ら(1968 )関東病虫研会報 15 : 69 

3η 富永(1970)飼料作物の病気カラースライド集解説 56

38) 富永(1971)農技研報告 C，25 196，197 

39) 土屋・尾崎(1967) 北農 34ω:ω，46 

40) 山本ら(1963)中国農試報告 A，9 136 

41) 吉原・西原(1960) 長野県における牧草生育障害の実態 1 : 15 
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41. クローパ炭そ(痘〉病

英名 Southern Anthracnose 

病原菌 Colletotric伽m trifolii Bain et Essary 

炭そ病は 1959年 7月，千葉市長沼原町においてアカクローパの茎と葉柄に初

めて発見されたが，その翌年 7月には長野種畜牧場(佐久市).またその翌年に

は九州農試畜産部(熊本県菊池郡西合志町〕においていずれもアカクローパに発

生が認められた。その後もこれらの場所ならびに地帯の各地において炭そ病はア

カクローパの夏の病害として普遍的であるように思われる宅

一方シロクローパ炭そ病が東北地方。および四国2)から報告されており.1973 

年 7月には千葉市長沼原町でサブクローバにも発見された普) 文献によればクロ

ーノミを侵す炭そ病菌には C.trifoliiの他に.C. dest何叫iwmO'Gara， C. 

dernat切符L f. trunωω( S ch'w.) Arx， C. gram仰icola(Ces.)G.W:Wils・

などが知られている。わが国においてシロクローパおよびアカクローパから C.

destructiwm も分離されており~) クローパ炭そ病菌についてはさらに調査が

必要と思われる。

アカクローパの品種 Kenland は C.t行foliiによる炭そ病抵抗性品種とし

て著名であるO しかし実験によれば子苗を用いて接種試験を行なうと，播種後11

日の幼苗は感染して殆ど全個体枯死する。ところが搭種後 16日あるいは 23日経

過した苗では接種しても枯死せずに残る個体が多くなる。これらのことから，

Kenlandや Williamsburgが闘場で炭そ病に侵され難いのは抵抗性の major 

gene を有することによるという可能性は低いと考えられるお)。

文献

1) 飯田・高橋・飯塚 (1969)東北農試研報 37 :4 

2) 木谷・国安(1970 )四国農試報告 22 : 123 

3) 向・西原 (1975)作物病虫害事典 348

4) 新留(1970)鹿児島農試創立 70年記念報告 238
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5) 西国(1964)盛岡たばこ試報告 2 : 7 

6) 西原(1960 )農業技術 15 (lO: 447 

η 西原(1960 )デーリィマン 10 (10: 25 

8) 西原(1961)牧草の病害 1 : 25 

9) 西原(1962)農薬 9 (5) :口絵

10) 西原・吉村(1970 )飼料作物の病虫害の診断と防ぎ方 1 12 

11) 斉藤(1956)北陸病虫研会報 4 : 52 

12) 斉藤・小野(1957 )畜産の研究 11 (1): 183 

13) 杉本ら(1973)日植病報 39 (3): 192 

14) 但見(1970 )畜産コンサルタント 6 (5): 12 

15) 但見(1974 )育雑 24 (1): 52 

16) 富永(1970 )飼料作物の病気カラースライド集解説 55

1乃富永 (1971)農技研報告 c，25 : 196 

42. クローパうどんこ(白渋〉病

英名 Powdery Mi ldew 

病原菌 (a) Erysiphe pisi DC. 

(b) Oidium sp. 

本間勾によればわが国においてそれまでにうどんこ病菌の寄生することが知ら

れたクローバ類 (Trifolium属)は，シロクローパとクリムソンクローバで共に

北海道石狩国において採集され，菌種は E旬siphe pisi である。

シロクローパとクリムソンクローバのうどんこ病は千葉県において 1958年夏，

軽微な発生が見られた。それが Erys叩hepolyganiによるうどんと病として草

種名を明記せず報告されたため6，η，日本有用植物病名目録第 1版 5)にアカクロー

バとシロクローパのうどんこ病として掲げられた。

しかしわが国におけるアカクローバのうどんと病の発生は 1975年札幌で発見

されたのが最初であるJ) その翌年には北海道から山口県に至る各地に次々と発

生が認められ 1977年には九州を除く各地に広がり，早くもアカクローパの最
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重要病害のーっとされるにいたったIL
ところでわが国におけるクローバうどんこ病菌は E.pisiとされる場合と，

E. polygoni とされる場合があり一定しない。これについては今後検討が必要

である。

次に寄生性の問題であるが，これについては研究に着手されており，まずアカ

クローバうどんこ病菌の寄主範囲が調べられた。それによればこの菌にひどく侵

されるもののうち主要草種はアカクローパとサブクローパで，アルサイククロー

パがこれに次いだ。シロクローパは幅広い反応を示した。なおサブクローパは抵

抗性品種と感受性品種にはっきり分かれるのが注目されたO クローパ以外ではレ

ンゲとへアリーベッチが本菌に感受性であつがL
米国においてはうどんと病は以前からアカクローパの重要病害であるため，そ

れに関する研究が進んでいる。その中心は抵抗性品種育成とそれに関連した研究

で，それはかなり詳しく紹介されている3刈。

〔附記〕 アカクローバうどんこ病は 1979年，大分県直入郡久住町大分畜産

でも発生が確認されたO 同所ではまたサブクローパにも認められた。

文献

1)秋田・西原(1978) 日植病報 44 (3): 351 

2)本間(1937)北大農紀 38 (3) : 323 

3) 金子(1962 )海外農業生産性視察報告 42 :臼

4) 中島ら(1958) 宮崎大農研究時報 4(1): 84 

5)成田(1977 )北海道における農作物病害 237，239，240

6) 日本植物病理学会(1965) 日本有用植物病名目録 2 : 212，217，222 

乃西原 (1959)日植病報 24(1) :必

8) 西原(1960 )農業技術 15帥:447 

9 但見(1970)畜産コンサルタント 6 (5): 12 

10) 高松・石崎・伊藤(1978) 日菌報 19 (1): 65 

11)丹田・佐藤(1978 )農学集報 お(1): 87 

1IJ 和田・平田(1977) 新潟大農研報 29 : 77 
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43. ク口ーパ雪腐病

(a) 褐色雪腐病 Pythiurn Snow B1ight 

pythium i waylα作協i S. I to 

pythium 伊ddicum Hirane 

(b) 雪腐小粒菌核病 Typhula Snow B light 

Tν炉ûα ~ncαrnα t Lasch ex Fr. T. itoana S. Imai) 
(フユガレガマノホタケ)褐色小粒菌核病

Typhula ishikαγiensis S. Imai (イシカリガマノホタケ)

黒色小粒菌核病

く褐色雪腐病〉 ムギ類やイネ科牧草およびレンゲの褐色雪腐病と同じ菌種によ

って起こるが，クローノミからは P.も悦nyam仰の分離されることが多く，また，

p.伊ddicum と思われる種もかなり検出される13)。各種のクロ バに発生する

と思われるが，北陸地方で認められるのはシロクローパ(ラジノ)，アカクロー

パおよびアルサイククローパである13)。これらの病菌は北海道にも分布するので

同地方でもクローパの褐色雪腐病は警戒が必要である。

ぐ雪腐小粒菌核病〉 本病はイネ科牧草できわめて重要であるが，このうち黒色

小粒菌核病菌は，最初(1929年)札幌でアカクローパの枯葉上で発見記載された

由来をもっ6)。この菌および褐色小粒菌核病菌によるアカクローバの雪腐病が.

1961年札幌で発生し注目ちれたの。

文献

1)平根(1953)北陸病虫研会報 3 : 14 

2)平根 (1955)農業改良技術資料 60 : 49 

3)飯田・鈴木 (1958)北陸農業研究 3 (2): 58 

4)飯田(1964)農及園 39臼 1854

5)飯田 (1965)牧草と園芸 13 (9): 8 

6)今井(193:>)札幌博物学会報 11 (2): 74 
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η 成田 (1977) 北海道における農作物病害 236

8) 西原・吉村 (1970)飼料作物の病虫害の診断と防ぎ方 1 15 

9) 斉藤 (1954)植物防疫 8帥 479

10) 斉藤(1956 )北陸病虫研会報 4 : 52 

11) 斉藤・小野(1957)畜産の研究 11 (1): 183 

12) 斉藤 (1960)農業技術 15 (5): 204 

13) 斉藤・吉村 (1962)北陸病虫研会報 10 52 

14) 斉藤・吉村(1963 )北陸病虫研会報 11 : 47 

44. クローパのその他の病害

(1) クローパ萎縮症 (mycoplasmalikeorganism) 

1976年秩，東北農試(盛岡)において，各地から収集したシロクローパ株の

中に赤色棄を伴った萎縮症状株のf発生が認められた。発生株率高く，また生育に

及ぼす影響が大きく擢病株は越冬困難で翌春には枯死する株があったといわれる。

接木接種で伝染がみられ，擢病植物の飾管部にマイコプラズマ様微生 が認めら

れる(飯塚・柚木:日植病報44(1): 70，1978)。

〔附記〕 本病は紫染萎黄病との異同を検討する要がある。

(2) Pseudomons sP.による病害

クローパに発生。細菌学的には ps側d.mα旬imlisに一致するが病原性では

pseud. syγ伽gα6 の 1系統に当たる(岡部・後藤:日植病報20(4):173，1956)0 

(3) 細菌病

クローパの細菌病の発生報告が次の文献に見られるが，病原細菌の種類または

病名が明記されていない(斉藤:北陸病虫研会報 4:53，1956;斉藤・小野:畜産

の研究 11 183，1957 斉藤:農業技術15 205，1960 山本ら:中国農試報告

A ， 9 : 136， 1963 )。

(4) 立枯病 (Pνthiumspino制悦 Sawada)
千葉県においてまれに発生。シロ(ラジノ)クローパのランナーを枯らし，赤

味がかった粉状のかびが生える。 Fμsari竹tsp. が病原とされているが知見不十

分である(西原:農業技術 15(H) 447， 1960)。
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(5) 立枯病 (Pythiumspinosum Sawade) 

ナタネ苗根腐病など各種植物に立枯病または根腐病を起とす均th切悦 sp向-

osw犯は，ラジノクローパの子苗の根に殆ど 100婦の発病率を示した。この菌は

暖地一帯に広く分布しており，ナタネ苗根腐病(鹿児島).キンギョソウ苗腐病

(台湾). ヒャクニチソウ立枯病(東京)，サツマイモ白腐病(熊本，岡山)を

起こし，さらにその他の多くの植物を侵す3.46種名は明らかでないが暖地におい
てクローパの根から pythium が分離された報告l.~もあり .P. spi:叩 sumがクロー

パに発生しているおそれがある(新留:九州病虫研会報17:42.1971 ;坂井・河本:

中国農試報告A.12 : 104.1966;山本・前田:兵庫農大研報農業生物5(1):13， 

1961 ，山本:植物防疫16(4): 163，1962)。

(6) Thielaviopsis basicola(Berk. et Br.) Ferraris 

タパコ黒根病，サツマイモ，アマ根腐病を起こすThielaviopsisbasicola (= 

Thielaviαbasicola Zopf )はクローパも侵すとされているが自然発生があるかは

確かでない(原:日本害菌学 99.1936)。

(7) Phoma sp. 

北海道でアカクローパ茎割病(炭痘病)と共に.ph抑協 sp.の寄生も見られ，

病原菌の疑いをもたれたが(田中・成田:病虫雑 27(5):330).のちこれは二次的

なものとして除外された(成田:北海道における農作物病害 237.1977)。その

他にもアカクローバやシロクローノくから P加mαsp.を分離した報告(新留:九

州病虫研会報 17: 42.1 971 ;斉藤:植物防疫8ω:479 斉藤:北陸病虫研会報4

52.1956 )があるが知見不十分である。

(8) 蛇の目葉枯病 (Phyllosticta s p・)

千葉県において 1959年 11月，シロ(ラジノ)クローパに発見され(西原

:農業技術 15帥:448.19回).茨城県でも認められている(菅原ら:関東病虫研

会報14:53.1967，菅原ら:関東病虫研会報 15:69.1968)。福島県から発生報告

のあったシロクローパの褐紋病(関沢・橋本:北日本病虫研会報 15: 66.1964) 

もこれと同じ病害であるが共に知見不十分である。前項 phomαsp.による病害と

の異同も含めて検討を要する。

(9) 夏枯れ

暖地におけるラジノクローバの生育不良(夏枯れ)株からRhizoct仰の，pyth-
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1切花~包sarium属菌が分離された。葉腐病や白絹病以外にもこれらの菌の寄

生が，シロ(ラジノ)クローパの夏枯れのー固となっているものと思われる(新

留:九州病虫研会報 17:42，1971)。
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